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序 章  本 研 究 の 目 的 と 方 法  

 

第 1 節  本 研 究 の 目 的  

 

１ ． 本 研 究 の 目 的 と 問 題 意 識  

本 研 究 の 目 的 は 、私 立 学 校 振 興 助 成 法 が 制 定 さ れ た 1970年 以 降 、私 立

大 学 に 対 す る 財 政 支 出 が 、 政 治 経 済 状 況 、 あ る い は 高 等 教 育 政 策 、 社 会

的 要 求 の 変 化 の 中 で 、 い か な る 構 造 を 形 成 し 、 ま た そ れ が い か に 変 化 し

た の か を ふ ま え た 上 で 、1990年 代 以 降 の 私 立 大 学 関 係 財 政 支 出 に 焦 点 を

当 て 、 そ の 変 貌 の 内 容 を 明 ら か に す る こ と で あ る 。 加 え て 、 そ れ が 今 日

の 私 立 大 学 財 政 に い か な る 影 響 を 及 ぼ し て い る の か に つ い て 考 察 を 加 え

る 。  

そ の 背 景 と し て 1960年 代 以 降 の 高 度 経 済 成 長 と と も に 、い わ ゆ る 高 等

教 育 の 大 衆 化 が 進 行 す る 過 程 に お い て 拡 大 し 続 け て き た 私 立 大 学 財 政 は 、

18歳 人 口 の 減 少 に よ っ て ひ と つ の 転 機 を 迎 え て い る こ と が あ る 。高 等 教

育 拡 大 期 の 需 要 過 多 か ら 供 給 過 多 に 転 じ る こ と と な り 、 私 立 大 学 の 定 員

充 足 率 は 低 下 の 一 途 を 辿 っ て い る 。 日 本 私 立 大 学 振 興 ・ 共 済 事 業 団 （ 以

下 、私 学 事 業 団 と い う ）の 調 査 ( 1 )に よ る と 、以 下 図 0-1に 示 し た よ う に 平

成 19年 度 時 点 で 全 国 の 私 立 大 学 の 39． 5％ (221校 )が 定 員 充 足 率 100％ 未

満 と な っ て お り 、 平 成 9年 度 時 点 の 5 .4％ (23校 )と 比 較 す る と 大 幅 に 増 加

し て い る 。 に も か か わ ら ず 、 一 方 で は 、 私 立 大 学 の 数 は 新 設 ・ 改 組 転 換

な ど を 含 め る と 平 成 9年 度 の 425校 か ら 134校 増 加 し 、 平 成 19年 度 は 559

校 へ と 急 速 に 増 加 し て お り 、 大 学 間 の 競 争 は よ り 一 層 激 し く な る こ と が

予 想 さ れ て い る 。  
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図  序 -1   定 員 割 れ 私 立 大 学 数 の 推 移  

学 校 数                                                    (％ )  

 

 出 典 ： 日 本 私 立 学 校 振 興 ・ 共 済 事 業 団  

｢平 成 1 9 ( 2 0 0 7 )年 度 私 立 大 学 ・ 短 期 大 学 等 入 学 志 願 動 向 ｣ p . 2 3。 

こ の よ う な 状 況 が 長 期 間 に 渡 っ て 継 続 さ れ れ ば 、 定 員 を 充 足 で き な い

大 学 が 経 営 破 綻 を 招 く こ と は 自 明 で あ る が 、 こ れ ま で 私 立 大 学 の 経 営 が

ど う な っ て い る か と い う 実 態 は 不 明 で あ る と さ れ て き た ( 2 )。  

市 川 (2004 )は ｢我 が 国 の 私 学 政 策 は 放 任 主 義 か ら 統 制 主 義 へ 、統 制 主 義

か ら 放 任 主 義 へ 、 放 任 主 義 か ら 育 成 主 義 へ 、 育 成 主 義 か ら 育 成 と 放 任 の

分 割 主 義 へ と 目 ま ぐ る し く 変 転 を 続 け て き た 。 こ の よ う に 私 学 に 対 す る

政 府 の 姿 勢 が 二 転 三 転 を 遂 げ る の は 、 基 本 的 に は 私 学 政 策 に 関 し て 確 固

た る 方 針 が な い た め で あ る ｣と 指 摘 し た う え で 、い わ ゆ る 政 府 に よ る 御 都

合 主 義 の 結 果 、こ の よ う な 事 態 を む か え る に 至 っ た と 結 論 づ け て い る ( 3 )。
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し か し な が ら 今 日 、わ が 国 の 約 73.4％ の 学 生 を 担 う（ 平 成 18年 5月 1日 現

在 ） 私 立 大 学 の 経 営 は そ れ だ け で は 片 付 け ら れ な い 問 題 と な っ て お り 、

私 立 大 学 に 対 す る 財 政 政 策 研 究 の 重 要 性 が 大 き く な っ て い る 。  

 

２ ． 本 研 究 の 対 象  

当 然 の こ と な が ら 私 立 大 学 財 政 は 高 等 教 育 財 政 の 一 部 分 で あ り 、 高 等

教 育 財 政 と は 、 国 ま た は 地 方 公 共 団 体 が 高 等 教 育 に 関 す る 目 的 を 達 成 す

る た め に 必 要 な 財 源 を 確 保 し 、 公 共 経 費 と し て 配 分 し 、 管 理 す る 活 動 を

い う 。 つ ま り 高 等 教 育 費 の う ち 政 府 が 負 担 し て い る 部 分 ま た は 、 負 担 す

べ き 部 分 に か か わ る 現 象 な い し は 問 題 を 意 味 す る ( 4 )。 そ し て そ の 主 要 な

業 務 は ① 国 公 立 の 高 等 教 育 機 関 を 設 置 し 広 く 国 民 に 対 し 直 接 高 等 教 育 サ

ー ビ ス を 供 給 す る 。 ② 地 方 や 学 校 法 人 に よ る 高 等 教 育 事 業 や 家 計 の 高 等

教 育 費 負 担 に 対 す る 補 助 金 の 交 付 や 資 金 の 貸 付 を 通 じ て 、 高 等 教 育 事 業

の 量 的 規 模 と 質 的 水 準 を 調 整 す る 。 ③ 社 会 各 方 面 か ら の 高 等 教 育 需 要 に

応 じ 、 ま た 教 育 部 門 内 部 の 必 要 に 即 し て 、 必 要 な 財 源 を 確 保 し 関 係 各 分

野 に 対 し て 適 切 な 配 分 を 図 る こ と で あ る と 定 義 さ れ て い る ( 5 )。配 分 と は 、

経 済 の 運 営 プ ロ セ ス の 中 で 各 種 の 希 少 資 源 あ る い は 有 限 資 源 が 、 さ ま ざ

ま な 活 用 面 で 配 分 さ れ る こ と を 指 す が 、1990 年 代 世 界 の 高 等 教 育 財 政 と

そ の 管 理 の 改 革 に は 明 ら か な 類 似 性 が 存 在 し た 。 高 等 教 育 経 費 の 不 足 は

す で に 世 界 的 な 課 題 と な っ て お り 、 そ の 解 決 に 向 け て 経 費 の ル ー ト を 開

拓 し 、 財 政 投 資 の 効 率 化 を は か る こ と が 各 国 の 高 等 教 育 財 政 改 革 の 一 般

的 な 趨 勢 と な っ て い た と 言 わ れ て い る ( 6 )。 こ れ ら 課 題 認 識 に お い て 本 研

究 は 、私 立 大 学 に 対 す る 高 等 教 育 資 源 の 配 分 と い う 視 座 か ら 、1990 年（ 平

成 2 年 ） 代 以 降 の 私 立 大 学 に 対 す る 財 政 支 出 を 対 象 と し て い る 。  
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第 ２ 節  本 研 究 の 方 法  

 

１ ． 本 研 究 の 方 法 と 資 料  

本 研 究 は 文 献 調 査 と デ ー タ 集 計 を 主 体 と す る も の で あ る 。 私 立 大 学 に

対 す る 財 政 政 策 の 変 遷 を 把 握 す る た め に は 、 政 府 予 算 に お け る 私 立 大 学

関 係 支 出 の 項 目 の 変 化 を 検 討 し 、 予 算 項 目 ご と に 予 算 額 の 推 移 あ る い は

予 算 項 目 間 の 予 算 額 の 比 較 分 析 を す る 必 要 が あ る 。 こ れ に よ り ど の よ う

な 予 算 項 目 が 新 設 さ れ 、 増 額 、 あ る い は 減 額 と い っ た 予 算 編 成 の 過 程 で

い か な る 政 策 議 論 が な さ れ た の か 、 ま た そ こ に 影 響 を 及 ぼ し た 社 会 的 な

要 因 （ 経 済 財 政 、 政 治 、 私 学 団 体 、 世 論 な ど ） を か い 間 見 る こ と が で き

よ う 。 そ の 後 、 実 際 の 政 府 財 政 支 出 を 詳 し く 整 理 検 討 し 、 機 能 別 使 途 に

よ っ て 分 類 し 、 趨 勢 を 分 析 す る 。  

本 研 究 に と っ て は 、 政 府 予 算 の 分 析 の た め に 細 か い 項 目 の す べ て が 把

握 で き れ ば そ れ に 越 し た こ と は な い が 、入 手 可 能 な 資 料 は 限 ら れ て い る 。

と り わ け 、私 立 大 学 に 対 す る 経 常 費 補 助 は 文 部 科 学 省 か ら 直 接 で は な く 、

私 学 事 業 団 を 通 じ て 交 付 さ れ る こ と と な っ て お り 、 文 部 科 学 省 の 資 料 で

は 大 括 り で の 予 算 額 し か 記 載 さ れ て い な い た め 、 細 か な 項 目 に つ い て は

私 学 事 業 団 か ら 資 料 の 提 供 を 受 け た 。  

こ の よ う な 中 で 、 一 般 に 入 手 し 得 る 資 料 と し て 、 財 政 調 査 会 の 『 国 の

予 算 』(各 年 度 版 )は 、昭 和 24 年 版 か ら 継 続 的 に 出 版 さ れ て い る と い う 点

で 、 経 年 変 化 を 見 る と き に は 貴 重 な 資 料 と な り 、 予 算 項 目 や 予 算 額 な ど

の 把 握 を 行 う た め に は 適 切 で あ る と 考 え た 。 こ の た め 本 研 究 で は 基 本 的

な 資 料 と し て 『 国 の 予 算 』 を 使 用 し た 。  

こ の 『 国 の 予 算 』 に 加 え て 、 文 部 科 学 省 お よ び 私 学 事 業 団 の ホ ー ム ペ

ー ジ (以 下 、 hp と 記 載 )、ま た さ ら に 細 か な 項 目 に つ い て は 、文 部 科 学 省
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お よ び 私 学 事 業 団 の 担 当 者 か ら 資 料 を 提 供 願 っ た 。 次 い で 私 立 大 学 の 財

政 状 況 を み る 際 に は 、私 学 事 業 団 の『 今 日 の 私 学 財 政 (各 年 度 版 )』(大 学・

短 期 大 学 編 )を 使 用 し た 。  

 

２ ． 政 府 予 算 に 着 目 す る 理 由  

 本 研 究 に お い て 、 特 に 予 算 を 取 り 上 げ る こ と に 対 し て は 、 実 際 に 私 立

大 学 が 経 費 と し て 支 出 す る 際 に は 、 予 算 と は 異 な る 目 的 に 使 用 さ れ る 可

能 性 も あ る の で 、 実 際 に ど の よ う に 使 用 さ れ て い る か 、 つ ま り 予 算 で は

な く 実 支 出 額 を 分 析 す る べ き と い う 意 見 が あ る か も し れ な い 。 例 え ば 、

私 立 大 学 等 経 常 費 補 助 金 は 私 立 大 学 に 対 し て ① 専 任 教 員 人 件 費 ② 専 任 職

員 人 件 費 ③ 非 常 勤 教 員 給 与 費 ④ 教 職 員 福 利 厚 生 費 ⑤ 教 育 研 究 経 常 費 ⑥ 厚

生 補 導 費 ⑦ 研 究 旅 費 の 項 目 で 交 付 さ れ る が 、 大 学 が 必 ず 当 該 項 目 に 使 用

し な く て は な ら な い と い う 規 定 は な い 。 し か し 、 本 研 究 で よ り 重 要 な の

は 、 こ の よ う な 予 算 項 目 が ど の よ う に 増 額 あ る い は 減 額 さ れ る の か と い

う 点 で あ り 、 予 算 編 成 や 政 策 の 形 成 過 程 で 私 立 大 学 に 対 す る 財 政 政 策 の

在 り 方 や 変 貌 の 一 端 を か い 間 見 る こ と が で き る 。 そ れ ゆ え 本 研 究 の 問 題

関 心 か ら は 予 算 の 検 討 に 意 義 が あ る 。  

 

第 ３ 節  本 論 文 の 構 成  

 

 本 論 文 は 3 つ の 章 か ら 構 成 さ れ て お り 、第 １ 章 で は 高 等 教 育 財 政 と り

わ け 私 立 大 学 財 政 に 関 す る 先 行 研 究 を 概 観 し 、 本 論 文 の 基 礎 と す る 。 私

立 学 校 法 の 制 定 後 、 私 立 大 学 の 財 政 政 策 が 、 わ が 国 の 高 等 教 育 財 政 政 策

の 中 で ど の よ う に 位 置 付 け ら れ 、 そ し て 昭 和 45 年 の 経 常 費 補 助 制 度 の

創 設 に 至 る 歴 史 的 推 移 を 、 そ れ ら を 規 定 す る 法 律 や 審 議 会 等 の 答 申 に お
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け る 財 政 に 関 す る 提 言 を 中 心 に 概 観 す る 。 そ し て 第 ２ 章 で は 私 立 大 学 に

対 す る 政 府 財 政 支 出 の 構 造 に つ い て な る べ く 詳 し く 整 理 検 討 し 、 機 能 別

使 途 に よ る 分 類 と 趨 勢 の 分 析 を 行 う 。 第 ３ 章 で は 今 日 的 な 大 学 財 政 政 策

の 構 造 に つ い て 、 効 率 性 と 競 争 化 い っ た 視 点 か ら 論 じ 、 私 立 大 学 財 政 に

及 ぼ す 影 響 に つ い て 考 察 す る 。  

 

註 ： (序 章 )  

(1 )  日 本 私 立 大 学 振 興 ・ 共 済 事 業 団 『 平 成 19(2007)年 度  私 立 大 学 ・ 短  

期 大 学 等 入 学 志 願 動 向 』 2007 年 , p23。  

( 2 )  喜 多 村 和 之 編『 高 等 教 育 と 政 策 評 価 』2000 年 ,玉 川 大 学 出 版 部 , p232。  

( 3 )  市 川 昭 午「 私 学 の 特 性 と 助 成 政 策 」『 大 学 財 務 経 営 研 究 第 1 号 』2004  

年 ,  p172。  

( 4 )  市 川 昭 午 『 高 等 教 育 の 変 貌 と 財 政 』 2000 年 ,玉 川 大 学 出 版 部 , p8。  

( 5 )  市 川 昭 午  同 書 , p9。  

( 6 )  呂 煒 『 大 学 財 政 』 2007 年 ,東 信 堂 , p3。  
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第 １ 章   私 立 大 学 に 対 す る 財 政 政 策 の 歴 史 的 推 移  

こ こ で は ま ず 私 立 大 学 に 対 す る 財 政 政 策 手 段 と し て の 財 政 支 出 と い

う 観 点 か ら 先 行 研 究 を 概 観 し（ 第 1 節 ）、昭 和 24 年 の 私 立 学 校 法 制 定 か

ら 昭 和 45 年 の 経 常 費 補 助 制 度 の 創 設 に 至 る ま で の 私 立 大 学 に 対 す る 財

政 支 出 が 、 わ が 国 の 高 等 教 育 財 政 政 策 の 中 で ど の よ う に 位 置 付 け ら れ て

き た の か を 、 関 連 す る 法 律 や 各 審 議 会 答 申 に お け る 財 政 面 を 中 心 に 時 系

列 を 追 っ て 整 理 す る （ 第 2 節 ）。 そ し て 最 後 に 、 経 常 費 補 助 制 度 の 政 策

的 意 義 と 今 日 ま で の 全 体 的 な 金 額 の 推 移 を み る (第 3 節 )。  

 

第 １ 節  先 行 研 究 の 概 観  

 

１ ． 先 行 研 究 レ ビ ュ ー  

本 節 で は 、 私 立 大 学 財 政 に 関 す る 問 題 の 所 在 に つ い て 先 行 研 究 を 整 理

す る 。 わ が 国 で 大 学 財 政 や 私 学 財 政 が 政 策 課 題 と し て 大 き く ク ロ ー ズ ア

ッ プ さ れ て く る の は 、 高 度 経 済 成 長 と 伴 に 、 い わ ゆ る 高 等 教 育 の 大 衆 化

が は じ ま る 1960 年 代 以 降 で あ り 、 そ れ ま で の 教 育 財 政 政 策 の 最 重 要 課

題 は 義 務 教 育 費 を い か に 確 保 す る か と い う こ と で あ っ た ( 1 )。 他 方 、丸 山

(1992)は 大 学 財 政 に つ い て 、｢国 立 大 学 に つ い て は そ も そ も 財 政 の 概 念 が

な い と し て お り 、 私 立 大 学 に つ い て も 単 年 度 の 財 務 上 の 収 支 と し て の み

捉 え ら れ 、 そ の 必 要 経 費 を い か に し て 、 ど こ か ら 、 ど れ ほ ど 調 達 し て い

く か と い う 財 政 の 基 本 的 な こ と が 見 逃 さ れ 、 場 合 に よ っ て は ほ と ん ど 意

識 さ え も さ れ て い な い 状 況 に あ る  ( 2 )  」 と 指 摘 し て い る 。 こ の 点 に つ い

て 、市 川（ 2000a）は 、「 高 等 教 育 に 関 す る 政 府 支 出 の 確 保 と か マ ク ロ 的

な 次 元 に お け る 高 等 教 育 関 係 支 出 の 管 理 運 用 と い っ た 諸 活 動 を さ し て 教

育 財 政 と 呼 ぶ こ と は 、 す で に 一 般 化 し て い る だ け で な く 、 他 に 適 当 な 表
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現 も 見 い だ せ な い こ と か ら 許 さ れ よ う ( 3 )」 と し て い る 。 さ ら に 2004 年

に 国 立 大 学 は 独 立 行 政 法 人 化 さ れ 、 同 時 に 国 立 学 校 特 別 会 計 も 廃 止 さ れ

る こ と と な っ た 。 さ ら に 運 営 費 交 付 金 に つ い て も 毎 年 対 前 年 比 約 1％ の

減 額 が 実 施 さ れ て い る こ と か ら 、国 立 大 学 に お い て も 自 己 責 任 の も と で 、

自 ら 財 源 調 達 を 積 極 的 に 行 う 大 学 も 増 加 し て い る ( 4 )。  

そ し て 市 川 （ 2000b） は 高 等 教 育 財 政 に 関 す る 研 究 に つ い て 以 下 の よ

う に 整 理 し て い る 。「 高 等 教 育 財 政 の 研 究 は 、高 等 教 育 費 の 支 出 論 、負 担

論 、需 給 論 の 3 領 域 に 大 別 さ れ る 。具 体 的 に は 支 出 論 に お い て は 、高 等

教 育 へ の 資 源 配 分 、高 等 教 育 支 出 の 水 準 お よ び 財 政 支 出 の 形 態 な ど の 他 、

学 生 援 助 費 、 学 術 研 究 費 な ど の 問 題 。 次 に 負 担 論 に お い て は 費 用 分 担 の

基 準 、 学 生 納 付 金 額 の 設 定 、 公 費 負 担 の 拡 充 、 民 間 財 源 の 活 用 な ど の 問

題 。 最 後 に 需 給 論 に お い て は 高 等 教 育 需 要 の 推 計 と 教 育 計 画 、 大 学 の 設

置 形 態 と 経 営 な い し は 管 理 運 営 、非 営 利 組 織（ NPO）と 営 利 組 織（ FPO）、

国 立 大 学 と 私 立 大 学 の 関 係 な ど の 問 題 が あ る ( 5 )。」こ の 分 類 を 参 考 に し て

先 行 研 究 を 概 観 す る と 、 ま ず 支 出 論 に お い て は 呂 (2007 )が 世 界 の 高 等 教

育 資 源 配 分 方 式 に つ い て 分 析 し て お り 、 フ ラ ン ス や ヨ ー ロ ッ パ の 資 本 主

義 国 に お い て よ く み ら れ る ① 集 中 型 配 分 方 式 、 ア メ リ カ を 典 型 と し た ②

分 散 型 配 分 方 式 、 そ し て 日 本 や イ ギ リ ス 、 ド イ ツ な ど を 代 表 と し た ③ 複

合 型 配 分 方 式 と い う 分 類 を 行 っ て い る ( 6 )。 ま た 黒 羽 （ 1993） は 私 立 大 学

に つ い て は 限 定 的 で は あ る が 昭 和 30 年 代 以 後 の 大 学 財 政 政 策 を 検 証 し

て い る ( 7 )。 そ し て 丹 (2002)は 文 部 科 学 省 の 大 学 政 策 の 評 価 を 財 政 面 か ら

ア プ ロ ー チ し て い る ( 8 )。  

さ ら に 尾 形 （ 1979） は 明 治 の 私 学 創 設 期 か ら 1979 年 ま で を 私 立 大 学

に 対 す る 助 成 の 動 向 か ら 3 つ の 時 期 に 区 分 し て い る 。 ま ず 1918 年 の 大

学 令 か ら 終 戦 に 至 る ま で の 第 一 期 を 「 ノ ー サ ポ ー ト ・ バ ッ ト コ ン ト ロ ー
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ル 期 」続 く 戦 後 か ら 1970 年 の 経 常 費 補 助 発 足 前 ま で を「 ノ ー サ ポ ー ト ・

ア ン ド・ノ ー コ ン ト ロ ー ル 期 」そ れ 以 降 (～ 1979 年 )を「 サ ポ ー ト・ア ン

ド ・ コ ン ト ロ ー ル 期 」 と し て い る ( 9 )。  

他 方 、 私 立 大 学 財 政 に つ い て 、 丸 山 (1999)は 戦 後 日 本 の 私 立 大 学 の 財

政 状 況 に つ い て 文 部 省 統 計 を 用 い て マ ク ロ な レ ベ ル で 分 析 し ( 1 0 )、 田 中

(2000)は 単 年 度 (1998 年 度 )で は あ る が 、私 立 大 学 の 収 支 構 造 に つ い て 分

析 し て い る ( 1 1 )。  

続 い て 負 担 論 に お い て は 、 矢 野 (1994 )ら が 高 等 教 育 費 費 用 負 担 に 関 し

て 政 策 科 学 の 視 座 か ら 分 析 を 行 っ て お り ( 1 2 )、小 林（ 2008）は 高 等 教 育 の

機 会 均 等 と い っ た 視 座 か ら 教 育 費 の 家 計 負 担 に つ い て 論 じ て い る ( 1 3 )。最

後 に 受 給 論 に お い て は 、森 川（ 1979）が 昭 和 45 年 に 私 立 学 校 に 対 し て 、

国 庫 か ら 経 常 費 の 補 助 が 開 始 さ れ た 年 以 降 の 大 学 政 策 を 大 学 の 将 来 規 模

と 財 政 計 画 に 焦 点 を 当 て て 検 討 し て い る ( 1 4 )。  

 

２ ． 残 さ れ た 課 題 と 本 研 究 の 意 義  

こ の よ う に 、丸 山（ 1992）は「 わ が 国 に お け る 私 立 大 学 財 政 な い し は

大 学 財 政 に 関 す る 研 究 は 概 し て 少 な く 、 概 念 に つ い て も 未 だ に 共 通 の 理

解 は な さ れ て い な い ( 1 5 )」と 指 摘 し て い る 。従 来 、大 学 財 政 政 策 に 関 す る

研 究 は 量 的 規 模 の 大 き さ か ら 、 国 立 大 学 に 関 す る 研 究 が 主 に な さ れ て き

た 。 も ち ろ ん 、 私 立 大 学 に つ い て も 、 競 争 的 資 金 の 比 重 が 大 き く な っ て

い る と か 、 財 政 政 策 に よ っ て 規 制 が 強 化 さ れ て い る と い っ た 指 摘 は 多 く

あ っ た が 、 そ う し た 変 化 の 詳 し い 内 容 や 私 立 大 学 財 政 に 対 す る 影 響 に つ

い て の 体 系 的 な 研 究 は な さ れ て こ な か っ た 。 加 え て 、 管 見 す る と こ ろ 、

1990 年 台 以 降 の 実 証 的 研 究 は ほ と ん ど な い 。  

18 歳 人 口 の 減 少 に よ っ て 、従 来 の よ う に 、大 学 の 財 政 が 悪 化 す る と 授
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業 料 を 値 上 げ す る と い っ た 方 策 が で き な い 今 日 、 私 立 大 学 に 対 す る 助 成

の 拡 大 を 求 め る 声 が 根 強 く 存 在 す る こ と も 確 か で あ る 。 そ う い っ た 議 論

の 中 心 と な る の は 、 財 政 支 援 に お い て 大 き な 部 分 を 占 め る 政 府 に よ る 財

政 支 出 の 拡 大 で あ る が 、 政 府 や 地 方 公 共 団 体 の 財 政 難 は 大 学 に 対 す る 財

政 支 援 に 関 し て も 一 層 の 効 率 化 を 推 進 す る こ と と な っ て お り 、 大 学 を 社

会 が 、 い か に し て 支 え て い く べ き か 、 そ の 方 向 性 が 問 わ れ て い る 。  

前 述 の よ う に 、 多 数 の 私 立 大 学 が 経 営 破 綻 す る よ う な こ と が 現 実 と な

れ ば 、 当 事 者 た る 在 学 生 に 高 等 教 育 と い う サ ー ビ ス が 供 給 さ れ な く な る

ば か り で な く 、 公 費 た る 税 金 を 投 入 す る べ き か 否 か と い っ た 私 立 大 学 の

公 共 性 に つ い て も 新 た な 論 議 を 呼 ぶ こ と に な ろ う 。 ゆ え に 、 今 日 の 私 立

大 学 に 対 す る 財 政 政 策 の 現 状 と そ れ を 形 成 す る 諸 要 因 に つ い て 整 理 し た

う え で 、 そ の 構 造 変 化 を 具 体 的 か つ 体 系 的 に 分 析 す る と い う こ と は 意 義

を 有 す る の で あ る 。  

 

第 ２ 節   戦 後 の 私 立 大 学 財 政 政 策 を 規 定 す る 法 律 と 答 申  

 

１ ． 私 立 学 校 法  

 第 二 次 世 界 大 戦 後 の わ が 国 は 占 領 軍 の 支 配 と い う 状 況 下 、「 教 育 刷 新 委

員 会 」が 設 置 さ れ て 学 制 改 革 が 断 行 さ れ 、そ れ ま で の 教 育 目 標 や 在 り 方 、

な か ん ず く 中 央 集 権 的 な 日 本 型 の 教 育 体 系 は 根 本 か ら 組 み 直 さ れ る こ と

に な り ( 1 6 )、昭 和 22 年 に 教 育 基 本 法・学 校 教 育 法 が 制 定 さ れ た 。そ の 後 、

米 国 教 育 使 節 団 は ｢私 立 学 校 は 官 公 立 学 校 と 何 等 本 質 的 な 相 違 が な い の

で あ る か ら 、 現 在 の 急 迫 し た 時 期 に あ た っ て 戦 争 で 蒙 っ た 損 失 を 回 復 す

る の に 国 庫 や 地 方 庁 の 補 助 金 が 使 わ れ て よ い な ら ば 、 官 公 立 と 同 様 に 補

助 金 が 割 当 て ら れ る べ き で あ り 、 ま た 私 立 学 校 に 対 す る 公 認 の 寄 附 に 充
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当 さ れ る 封 鎖 資 金 の 解 除 、 私 立 学 校 に 対 し て 行 う 寄 附 金 に 対 し て も 官 公

立 学 校 に 対 し て 行 っ て い る の と 同 様 な 範 囲 で 免 税 に な る べ き で あ り 、 な

お ま た 、 こ の よ う な 仕 方 で 、 私 立 学 校 に 国 庫 や 地 方 庁 の 補 助 金 を 与 え た

と し て も 決 し て 学 校 の 自 由 に 干 渉 し て は な ら な い の で あ る ( 1 7 )｣旨 勧 告 し 、

昭 和 24 年 に は 私 学 の 自 主 性 を 確 保 し つ つ 、 公 共 性 の 昂 揚 と 学 校 法 人 を

創 設 し 、 私 学 に 対 す る 公 費 導 入 を 可 能 と す る こ と を 基 本 と す る 私 立 学 校

法 が 制 定 さ れ 、今 日 に 至 る 私 立 大 学 の 発 展 の 基 盤 と な っ た ( 1 8 )。私 立 学 校

法 は 、 私 学 は 財 政 的 に 自 治 自 営 を 建 前 と す る も の で あ り 、 こ の 点 に お い

て 国 公 立 の 学 校 と は 根 本 的 に 性 格 を 異 に す る も の で あ る と し な が ら も 、

第 五 十 九 条 に お い て 国 又 は 地 方 公 共 団 体 は 、 教 育 の 振 興 上 必 要 が あ る と

認 め る 場 合 に は 、 別 に 法 律 で 定 め る と こ ろ に よ り 、 学 校 法 人 に 対 し 、 私

立 学 校 教 育 に 関 し 必 要 な 助 成 を す る こ と が で き る 。 と 明 記 し 、 公 共 性 の

昂 揚 を 確 認 し た 学 校 法 人 に 対 し て 、 国 ま た は 地 方 公 共 団 体 は 、 教 育 の 振

興 上 必 要 が あ る と 認 め る 場 合 に は 、 私 立 学 校 教 育 の 助 成 の た め 文 部 省 令

ま た は 当 該 地 方 公 共 団 体 の 条 例 で 定 め る 手 続 き に 従 っ て 援 助 を 申 請 し た

学 校 法 人 に 対 し 、 補 助 金 を 支 出 し 、 又 は 通 常 の 条 件 よ り も 学 校 法 人 に 有

利 な 条 件 で 貸 付 を し 、 そ の 他 の 財 産 を 譲 渡 も し く は 貸 付 け る こ と が で き

る こ と を 法 的 に 開 い た 点 に お い て 画 期 的 な 意 義 を 有 す る と 同 時 に 、 憲 法

第 八 十 九 条 な ら び に 地 方 自 治 法 第 二 三 〇 条 の 解 釈 の 疑 義 を 解 決 す る も の

で あ っ た ( 1 9 )。  

 

２ ． 中 央 教 育 審 議 会 答 申 「 私 立 学 校 教 育 の 振 興 に つ い て 」  

 昭 和 30 年 に 、 中 央 教 育 審 議 会 は 私 立 学 校 の 自 主 性 を 尊 重 し 、 公 共 性

を 高 め る た め に 私 立 学 校 法 を 制 定 し て 、 私 立 学 校 教 育 の 振 興 を 図 っ て き

た と し な が ら も 、 い ま だ 必 ず し も 十 分 で な く 、 私 立 学 校 教 育 の 現 状 は 今
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後 な お い っ そ う 適 切 な 振 興 の 方 途 を 講 ず る こ と が 必 要 で あ る と し て 「 私

立 学 校 教 育 の 振 興 に つ い て 」 を 答 申 し た 。 こ の 中 で 私 立 大 学 の 財 政 に つ

い て 以 下 の 7 項 目 の 指 摘 を し て い る 。  

( 1 )私 立 学 校 振 興 会 に 対 す る 政 府 出 資 金 に つ い て は 、少 な く と も 応 急 処 置

と し て の 既 定 の ５ か 年 計 画 を す み や か に 実 施 し 、 さ ら に 実 情 を 勘 案 し て

恒 久 的 計 画 を 樹 立 し そ の 実 現 を 図 る こ と 。 私 立 学 校 振 興 会 の 私 立 学 校 に

対 す る 貸 付 金 に つ い て は 、 す え お き 期 間 を 設 定 し 、 か つ 貸 付 利 率 の 引 下

げ を 行 う と と も に 、 実 情 に 応 じ 逐 次 貸 付 期 間 の 延 長 を 図 る こ と 。  

( 2 )国 が 特 に 必 要 と す る 教 育 ・ 研 究 を 行 う 私 立 学 校 に 対 し て は 、 そ の 教

育 ・ 研 究 の 振 興 を は か る た め に 、 必 要 な 経 費 に つ い て 国 は 助 成 を 行 う こ

と 。  

( 3 )理 科 教 育 振 興 法・学 校 図 書 館 法 に よ る 補 助 金 そ の 他 国 立・公 立 お よ び

私 立 を 区 別 す る 理 由 の な い 補 助 金 に つ い て は 、 私 立 学 校 を も 対 象 と す る

こ と 。  

( 4 )学 校 施 設 の 災 害 復 旧 費 に 対 す る 国 庫 補 助 を 行 う こ と 。  

( 5 )補 助 金・貸 付 金 の 配 分 に つ い て は 、画 一 的 形 式 的 で な く 、有 効 適 切 な

効 果 が 期 待 で き る よ う に 重 点 的 に こ れ を 行 う こ と 。 な お 、 私 立 学 校 も 国

の 助 成 等 の み に 依 存 す る こ と な く 、 自 己 財 源 の 増 強 に 努 め る こ と 。  

( 6 )学 校 法 人 に 対 す る 寄 付 を 容 易 な ら し め る た め 、所 得 税・法 人 税 等 に 関

す る 免 税 処 置 を 強 化 す る こ と 。 な お 、 学 校 寄 宿 舎 等 に つ い て は 、 非 課 税

処 置 を 講 ず る こ と 。  

( 7 )私 立 学 校 教 職 員 共 済 組 合 に つ い て は 、福 利 施 設 の 設 置 等 事 業 の 改 善 強

化 を 図 り 、 未 加 入 者 の 加 入 を も 促 進 す る こ と 。  

な お 、 私 立 学 校 教 職 員 の 業 務 災 害 保 障 ・ 失 業 保 険 等 に つ い て も 検 討 す る

こ と 。  
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３ ． 中 央 教 育 審 議 会 答 申 「 大 学 教 育 の 改 善 に つ い て 」  

続 く 昭 和 38 年 に は 、 学 術 の 進 歩 、 教 育 の 民 主 化 等 に 伴 い ， 大 学 の 規

模 の 拡 大 と 教 育 研 究 の 充 実 向 上 が 強 く 要 請 さ れ て い る 。 こ れ に こ た え る

た め に は 、 大 学 の 財 政 に つ い て の じ ゅ う ぶ ん な 配 慮 と 適 正 な あ り 方 が 必

要 で あ る と し て 中 央 教 育 審 議 会 は 「 大 学 教 育 の 改 善 に つ い て 」 を 答 申 し

た 。 こ の 中 で 私 立 大 学 の 財 政 に つ い て は 「 私 立 大 学 の 財 政 は 、 自 主 自 立

を 基 本 と す る も の で あ る が 、 国 家 ・ 社 会 の 要 請 に よ る 高 等 教 育 の 拡 充 の

一 環 を に な う 面 に つ い て は 、 国 は ， 必 要 な 条 件 の も と に 積 極 的 な 財 政 的

援 助 を 行 な う べ き で あ る 。 こ の 援 助 の な か に 経 常 費 を 含 む か 否 か に つ い

て は 、検 討 す べ き で あ ろ う 。」と 指 摘 す る に と ど ま っ て い る も の の 、先 の

答 申「 私 立 学 校 教 育 の 振 興 に つ い て 」（ 昭 和 30 年 ）が 尊 重 さ れ な く て は

な ら な い と 重 ね て 指 摘 し て い る 。  

 

４ ． 臨 時 私 学 振 興 方 策 調 査 会  

 昭 和 30年 代 は 、私 立 大 学 に 対 す る 積 極 的 な 財 政 援 助 の 必 要 性 を 指 摘 す

る 答 申 が 出 さ れ る 一 方 、 学 費 値 上 げ 反 対 運 動 や 私 学 団 体 に よ る 人 件 費 補

助 の 要 求 運 動 も 盛 ん に 行 わ れ て お り 、 私 立 大 学 に 対 す る 財 政 援 助 は 昭 和

40年 に 文 部 大 臣 の 諮 問 機 関 と し て 設 置 さ れ た ｢臨 時 私 立 学 校 振 興 方 策 調

査 会 ｣に よ っ て ひ と つ の 転 機 を む か え る こ と と な る 。臨 時 私 学 振 興 方 策 調

査 会 は 、 わ が 国 教 育 史 上 私 学 問 題 に 特 化 し た 初 の 独 立 審 議 機 関 で あ っ た

と い う よ う に 、私 学 団 体 も そ の 動 向 に 強 い 期 待 を 抱 き ､文 部 省 自 身 も 私 学

振 興 方 策 は 臨 時 私 立 学 校 振 興 方 策 調 査 会 の 結 論 を 待 っ て か ら 展 開 す べ き

で あ る と 考 え て い た ( 2 0 )。 そ し て 昭 和 42年 に は ｢私 立 学 校 振 興 方 策 の 改 善

に つ い て ｣を 最 終 答 申 し た 。こ の 中 で 私 立 大 学 に 対 す る 財 政 援 助 に つ い て
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｢経 常 費 助 成 ｣と ｢臨 時 費 助 成 ｣の 2本 柱 を 軸 に 網 羅 的・総 合 的 方 策 を 示 す も

の と な っ た ｡ま ず 経 常 費 に つ い て は ､｢必 要 と さ れ る 量 の 私 立 大 学 が 必 要

と さ れ る 教 育 ・ 研 究 の 水 準 を 確 保 し ､又 ､そ の よ う な 私 立 大 学 へ 国 民 の 中

に 真 に 資 格 あ る 者 が 安 ん じ て 就 学 で き る よ う に す る た め に ､私 立 大 学 に

対 す る 全 面 的 経 常 費 の 補 助 を 含 む 積 極 的 助 成 措 置 と こ れ に 伴 い そ の 助 成

の 成 果 を 確 保 す る た め の 諸 措 置 に つ い て 根 本 的 に 検 討 が 進 め ら れ る べ き

で あ る ｣と 述 べ ､教 材・備 品 費 ､実 験 実 習 費 ､教 育 研 究 旅 費 ､そ の 他 教 育 研 究

に 充 て る た め の 経 費 と し て ｢教 育 研 究 費 ｣の 新 設 の 必 要 性 を 喚 起 す る も の

と な っ た ｡他 方 、人 件 費 補 助 の 恒 久 的 制 度 化 の 可 否 を 現 時 点 で 決 す る こ と

は 極 め て 困 難 ､｢今 後 引 き 続 き 高 等 教 育 の 基 本 問 題 の 検 討 が 行 わ れ る 際 に ､

あ ら た め て 検 討 さ れ る こ と を 期 待 せ ざ る を 得 な い ｣と 継 続 審 議 的 な 表 現

が な さ れ る に 至 っ て い る ( 2 1 )。  

 そ の 後 、 文 部 省 は 昭 和 43年 度 予 算 編 成 で ､戦 後 初 め て 私 大 に 対 す る 経 常

費 補 助 を 計 上 し て い る ｡具 体 的 に は ､臨 時 私 立 学 校 振 興 方 策 調 査 会 が 勧 告

し た ｢教 育 研 究 費 補 助 金 ｣(1件 又 は 1組 の 単 価 が 5千 円 以 上 10万 円 未 満 の 教

育 研 究 用 機 械 ・ 器 具 ・ 図 書 ・ 雑 誌 が 補 助 対 象 ) を ｢メ ニ ュ ー 方 式 ｣で 新 設

す る と し ､私 大 ､短 大 ､高 専 の 教 育 研 究 費 の 三 分 の 二 に あ た る 91億 4700万

円 を 概 算 要 求 ､し か し ､予 算 折 衝 の 結 果 ､教 育 研 究 費 補 助 の 新 規 交 付 は 認

め ら れ た も の の 1968年 １ 月 の 大 蔵 省 査 定 額 は ､要 求 額 の 三 分 の 一 ､30億 円

に 留 ま る も の と な っ た が 、 大 蔵 省 の 見 解 は ､① 経 常 費 は ､授 業 料 な ど 私 学

独 自 の 経 営 収 入 で 賄 う べ き で ､教 育 研 究 費 補 助 に つ い て も ､遅 れ て い る 私

学 の 研 究 水 準 を 国 立 並 み に 向 上 さ せ る と い う 政 策 的 立 場 か ら の 実 施 に 限

る べ き ､② 同 一 年 齢 層 の 20％ と い う 大 学 在 籍 者 数 の 多 寡 を 巡 る 評 価 が 定

ま っ て い な い 中 で の 人 件 費 補 助 は で き な い ､③ そ も そ も 国 公 私 立 の バ ラ

ン ス に つ い て 明 確 な 方 向 性 が 示 さ れ て い な い と い う も の で 、 経 常 費 補 助
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自 体 に 消 極 的 で あ っ た こ と に 加 え て ､各 方 面 か ら ｢財 政 硬 直 化 ｣が 指 摘 さ

れ て い た こ と が 一 定 程 度 影 響 を 与 え た の で は な い か と 推 測 し て い る ( 2 2 )。 

こ の よ う に 、大 蔵 省 に よ っ て 私 学 振 興 策 の 大 幅 拡 充 は 事 実 上 見 送 ら れ ､43

年 度 予 算 は ｢文 字 通 り 雀 の 涙 ｣と 酷 評 さ れ る こ と に な る ( 2 3 )｡ 

 

５ ． 日 本 私 学 振 興 財 団 法  

 臨 時 私 立 学 校 振 興 方 策 調 査 会 に お い て 、 「 現 時 点 で 決 す る こ と は 極 め

て 困 難 」と さ れ た 人 件 費 補 助 の 恒 久 的 制 度 化 は 昭 和 44年 に 、｢私 学 問 題 に

関 す る 小 委 員 会 ｣が 文 教 制 度 調 査 会 内 に 設 置 さ れ る と 、こ の 時 ほ ど 各 私 学

団 体 が 政 策 要 求 を 一 致 さ せ て 運 動 を 展 開 し て い っ た こ と は な い と の 指 摘

が あ る ほ ど 熾 烈 化 し て い っ た と さ れ て い る ( 2 4 )｡そ の 結 果 、 昭 和 45年 度 予

算 に お い て 大 蔵 省 ・ 文 部 省 に よ る 大 臣 折 衝 を 経 て 人 件 費 補 助 を 含 む 私 立

大 学 等 経 常 費 補 助 金 132億 円 が 閣 議 決 定 さ れ る こ と に な る ｡ま た 大 臣 折 衝

の 場 で は ､私 学 に 対 す る 監 督 権 行 使 の 必 要 性 が 議 論 さ れ ､人 件 費 補 助 の 条

件 と し て ､① 紛 争 校 の 除 外 ､② 経 理 明 確 化 を 目 的 と し た 公 認 会 計 士 の 監 査

実 施 ､③ 水 増 し 入 学 ､裏 口 入 学 ､過 大 な 寄 付 金 徴 収 等 の 是 正 措 置 ､④ 学 科 増

設 ・ 収 容 定 員 に 関 す る 規 制 措 置 な ど を 講 じ る と い っ た 類 の ｢約 束 事 項 ｣が

両 大 臣 間 で 交 わ さ れ た と さ れ た 。 こ れ に 伴 い 、 そ の 実 施 機 関 と し て 私 学

振 興 会 を 日 本 私 学 振 興 財 団 に 改 組 拡 充 し 「 日 本 私 学 振 興 財 団 法 」 が 制 定

さ れ た 。 こ う し て 制 定 さ れ た 私 立 大 学 等 経 常 費 補 助 金 は 補 助 金 の 配 布 を

官 庁 が 直 接 で は な く て 、 特 殊 法 人 が 行 う と い う 方 式 は 、 文 部 省 に 前 例 が

な い ば か り か 政 府 全 体 と し て も 珍 し い 制 度 だ っ た ( 2 5 )。  

 

６ ． 中 央 教 育 審 議 会 答 申 「 今 後 に お け る 学 校 教 育 の 総 合 的 な 拡 充 整 備 の

た め の 基 本 的 施 策 に つ い て 」  
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昭 和 46 年 に は 、 こ れ ま で わ が 国 で は 、 明 治 初 年 と 第 ２ 次 大 戦 後 の 激

動 期 に 教 育 制 度 の 根 本 的 な 改 革 が 行 わ れ た が 、 今 日 の 時 代 は 、 そ れ ら と

は 別 の 意 味 に お い て 、 国 家 ・ 社 会 の 未 来 を か け た 第 ３ の 教 育 改 革 に 真 剣

に 取 り 組 む べ き 時 で あ る と 思 わ れ る と し て 中 央 教 育 審 議 会 は 「 今 後 に お

け る 学 校 教 育 の 総 合 的 な 拡 充 整 備 の た め の 基 本 的 施 策 に つ い て 」 を 答 申

し た 。 こ の 中 で 私 立 大 学 の 財 政 に つ い て は 、 充 実 し た 高 等 教 育 を 行 う た

め の 費 用 は ま す ま す 増 大 し つ つ あ り 、 公 費 の 援 助 な し に そ れ を 授 業 料 負

担 で ま か な お う と す れ ば 、 結 果 と し て は 学 生 数 を 過 大 に す る か 、 一 般 国

民 の 負 担 力 を 越 え た 高 額 の 授 業 料 を 徴 収 せ ざ る を え な い 。 こ の こ と は 現

在 の 私 立 学 校 に み ら れ る 傾 向 で あ り 、 し か も そ れ が 量 的 に は わ が 国 の 高

等 教 育 の 75％ を 占 め て い る と こ ろ に 問 題 が あ る 。国・公・私 立 の 高 等 教

育 機 関 の 財 政 的 な 基 盤 に 大 き な 格 差 が あ る こ と か ら 生 じ る 多 く の 弊 害 を

取 り 除 く こ と は 、 国 と し て の 重 要 な 任 務 の 一 つ と な っ て い る 。 と し た 上

で 、 私 立 学 校 に お け る 必 要 な 経 費 を す べ て 授 業 料 そ の 他 の 受 益 者 負 担 や

一 般 の 寄 附 金 だ け で ま か な お う と す る こ と は 、 教 育 費 の 上 昇 と と も に し

だ い に 困 難 と な っ て き た 。 そ れ を 放 置 す れ ば 、 結 果 と し て 教 育 水 準 の 低

下 を 招 き 、 教 育 の 機 会 均 等 が 妨 げ ら れ る の で 、 私 立 の 高 等 教 育 機 関 に 対

し て も 相 当 大 幅 な 公 費 の 援 助 を 与 え る こ と が 必 要 と な る 。 こ の こ と は 諸

外 国 で も み ら れ る 傾 向 で あ る 。 し か し な が ら 、 国 の 財 政 援 助 を 進 め る に

あ た っ て は 、 二 つ の 点 に つ い て 慎 重 な 準 備 が 必 要 で あ る 。 そ の 第 １ は 、

相 当 長 期 に わ た る 国 の 教 育 計 画 を 立 て る こ と で あ る 。 第 ２ の 点 は 、 財 政

援 助 の 方 式 を ど の よ う な も の に す る か で あ る 。そ れ に は 、ａ )特 定 経 費 に

対 す る 補 助 、 ｂ ) 総 経 費 の 一 定 割 合 に つ い て の 補 助 、 ｃ ） 標 準 単 価 に よ

る 定 額 補 助 な ど が あ る が 、 と く に 経 常 的 な 経 費 に つ い て の 援 助 の 場 合 に

は 、ｃ )の 方 式 に よ る 定 額 の 助 成 金 と 学 校 自 体 の 収 入 と を 弾 力 的 に 運 用 す
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る こ と を 認 め る こ と が 、 学 校 自 体 の 自 律 性 と 責 任 体 制 を 強 め 、 ま た 財 政

効 率 を 高 め る 道 で も あ る と 思 わ れ る 、 と 指 摘 し て い る 。 さ ら に こ の 答 申

の 特 長 と し て は ① 長 期 に わ た る 国 の 教 育 計 画 を 立 て る こ と ② 財 政 援 助 の

方 式 に つ い て の 具 体 的 な 提 示 を し た こ と に と ど ま ら ず 、 そ の 財 政 計 画 に

つ い て も 大 ま か な 数 字 を 試 算 し て い る こ と で あ る 。 具 体 的 に は 、 基 準 推

計 値 の 教 育 投 資 額 は 、 大 学 入 学 者 数 の 膨 張 が 進 行 し た と し て も 、 そ の 国

民 所 得 に 対 す る 比 率 は 低 下 の 傾 向 を 示 し 、 昭 和 45 年 度 に お け る 4.8%が

昭 和 55 年 度 に は 4.5%程 度 と な る 。 こ れ に 対 し て 、 試 算 に 示 す 程 度 に お

い て 、 こ の 答 申 で 提 案 し た 新 し い 政 策 上 の 課 題 を 実 行 に 移 し 、 ま た 、 給

与 の 改 善 、教 育 の 質 的 な 充 実 、「 大 学 院 」・「 研 究 院 」の 拡 充 な ど に 必 要 な

措 置 を 講 じ た と す れ ば 、そ の 比 率 は 6.3%程 度 と な る 。さ ら に 、こ の 場 合

の 公 費 お よ び 奨 学 事 業 の 全 体 規 模 は 、昭 和 55 年 度 で 5.9%程 度 で あ っ て 、

こ れ ら を 含 め た 公 財 政 支 出 教 育 費 の 国 民 所 得 に 対 す る 比 重 は 、 国 際 的 な

比 較 か ら み れ ば ，今 後 の 見 通 し と し て 必 ず し も 過 大 で あ る と は い え な い 。

と 指 摘 し て い る 。  

 

７ ． 私 立 学 校 振 興 助 成 法  

 上 記 、 中 央 教 育 審 議 会 答 申 「 今 後 に お け る 学 校 教 育 の 総 合 的 な 拡 充 整

備 の た め の 基 本 的 施 策 に つ い て 」 を 受 け て 、 昭 和 48 年 に 私 立 学 校 振 興

方 策 懇 談 会 が 設 置 さ れ 、 私 学 振 興 方 策 の 基 本 方 針 を 現 実 的 に 検 討 さ れ る

こ と と な っ た 。 こ の 時 期 、 私 立 大 学 に 対 す る 経 常 費 補 助 額 は 漸 増 し て い

た が 、 当 初 目 標 と さ れ て い た 二 分 の 一 補 助 に は 容 易 に 達 す る 可 能 性 は な

く 、 ゆ え に で き る だ け 現 実 的 な 方 策 が 検 討 さ れ た 。 こ こ で 一 般 補 助 の 計

算 方 法 や 特 別 補 助 の 考 え 方 も 示 し た 。 一 方 、 私 立 大 学 の 財 政 状 況 は 第 一

次 石 油 危 機 後 の 諸 物 価 の 高 騰 や 人 件 費 の 急 激 な 伸 び に よ っ て か な り 悪 化
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し て い た と さ れ る ( 2 6 )。 こ の よ う な 状 況 下 に あ っ て 、 昭 和 50 年 に は 私 学

団 体 に よ る 強 い 働 き か け も あ り 、 自 民 党 文 教 部 会 を 中 心 と し た 議 員 に よ

る 議 員 立 法 に よ っ て ① 私 立 学 校 の 教 育 ・ 研 究 条 件 の 維 持 ・ 向 上 、 ② 在 学

す る 学 生 等 に 係 る 修 学 上 の 経 済 的 負 担 の 軽 減 、 ③ 私 立 学 校 の 経 営 の 健 全

性 と 健 全 な 発 達 の 達 成 ・ 実 現 を 目 的 と し た 「 私 立 学 校 振 興 助 成 法 」 は 制

定 さ れ た が 、保 田（ 1979）は こ の 法 律 の 2 側 面 に つ い て 、骨 抜 き に さ れ

た 助 成 と 強 化 さ れ た 私 学 統 制 と り わ け 後 者 の 側 面 に こ そ 、 政 府 ・ 与 党 に

と っ て 真 の 狙 い が あ っ た と 指 摘 し て い る ( 2 7 )。さ ら に 上 田 (1979 )は 私 立 学

校 法 制 定 の 趣 旨 の ひ と つ で あ る 「 Support  But  No  Contro l」 原 則 の 後 退

を 少 な く と も 以 下 の 3 点 に お い て 顕 在 化 し て い る と 指 摘 し て い る 。第 一

に 現 行 法 は 、 国 が 私 学 に 対 し て 行 う 助 成 の 枠 を 法 定 し 、 し か も 国 の 補 助

は 法 的 義 務 (狭 義 )と い う よ り 、プ ロ グ ラ ム (努 力 目 標 )に す ぎ な い と し て い

る こ と で あ る 。す な わ ち 、私 立 学 校 振 興 助 成 法 第 4 条 は ｢国 は 、大 学 又 は

高 等 専 門 学 校 を 設 置 す る 学 校 法 人 に 対 し 、 当 該 学 校 に お け る 教 育 又 は 研

究 に 係 る 経 常 的 経 費 に つ い て 、 そ の 二 分 の 一 以 内 を 補 助 す る こ と が で き

る ｣と 規 定 し て い る お り 、二 分 の 一 を「 補 助 し な け れ ば な ら な い 」と は 定

め て い な い 。第 二 に 現 行 法 は 、法 人 本 位 の 助 成 で あ る と い う こ と で あ る 。

す な わ ち 私 学 助 成 の 主 体 は 、 国 ま た は 地 方 公 共 団 体 で あ る が 、 助 成 客 体

は 学 校 法 人 と い う こ と に な る 。 し た が っ て 、 生 徒 ・ 学 生 に 対 す る 「 直 接

補 助 」 の 制 度 は 現 行 法 で は 確 立 さ れ て い な い と い う こ と に な る 。 こ の 点

で 「 経 営 者 救 済 法 的 」 性 格 を も っ て い る 。 第 三 に 現 行 法 は 、 助 成 を す る

そ の 対 価 と し て 、 学 校 法 人 に 一 定 の 義 務 を 課 し て い る 。 私 立 学 校 振 興 助

成 法 第 3 条 前 段 は 「 学 校 法 人 は 、 こ の 法 律 の 目 的 に か ん が み 、 自 主 的 に

そ の 財 政 的 基 盤 の 強 化 を 図 り (中 略 )当 該 学 校 の 教 育 水 準 の 向 上 に 努 め な

け れ ば な ら な い 」 と 定 め て い る 。 し か し 助 成 法 が 、 抽 象 的 ・ 一 般 的 に 私
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学 の 財 政 基 盤 の 強 化 を 強 要 す る こ と は 、 私 学 の 置 か れ て い る 状 況 か ら 私

学 の か か え る 財 政 的 矛 盾 を 一 層 激 化 さ せ る 可 能 性 が 強 い ( 2 8 )。  

こ の よ う に 、 多 く の 批 判 が 存 在 す る こ と は 事 実 で あ る も の の 、 私 立 大

学 に 対 す る 助 成 は 私 立 学 校 振 興 助 成 法 制 定 以 前 に お い て も 、私 立 学 校 法 、

日 本 私 学 振 興 財 団 法 等 を 根 拠 と し て な さ れ て き た が 、 私 学 助 成 に 関 す る

単 一 法 が 制 定 さ れ た 意 義 は 大 き い 。 岩 永 （ 1995a） は 、 「 私 立 学 校 振 興

助 成 法 の 制 定 を 新 制 大 学 発 足 以 来 、 ほ と ん ど 唯 一 の 効 果 的 高 等 教 育 政 策

と 評 価 し 、 そ の 厳 格 な 運 用 と 相 ま っ て 高 等 教 育 の 受 益 者 負 担 化 と 不 均 等

是 正 と い う 2 つ の 課 題 の 解 決 に ひ と ま ず 成 功 し た と い っ て よ い 」と し て

い る ( 2 9 )。  

 

第 ３ 節  経 常 費 補 助 の 政 策 的 意 義 と 今 日 ま で の 金 額 的 推 移  

 

１ ． 経 常 費 補 助 の 政 策 的 意 義  

前 節 に お い て 、 私 立 大 学 に 対 す る 経 常 費 補 助 制 度 の 創 設 に 至 る 過 程 を

法 律 や 各 種 答 申 の 内 容 を 中 心 に 時 系 列 で 概 観 し た が 、 昭 和 24 年 の 私 立

学 校 法 の 制 定 以 来 、 様 々 な 論 議 を 経 て 昭 和 44 年 に 教 育 研 究 費 補 助 金 が

制 度 化 さ れ 、続 く 昭 和 45 年 に は 人 件 費 補 助 を 含 む 私 立 大 学 等 経 常 費 補 助

金 が 制 度 化 さ れ る に 至 っ た 。 文 部 科 学 省 は 以 後 、 こ の 補 助 金 の 交 付 基 準

等 に よ っ て 私 立 大 学 に 対 し て 大 き な 統 制 力 を 保 持 し て き た 。 例 え ば 、 補

助 金 の 交 付 要 件 の ひ と つ に 定 員 超 過 率 が あ り 、 こ の 比 率 に よ っ て 傾 斜 配

分 さ れ る よ う に な っ て い る 。 さ ら に 収 容 定 員 に 対 す る 在 籍 学 生 数 の 比 率

が 1 .58 倍 、 も し く は 入 学 定 員 に 対 す る 入 学 者 数 の 割 合 が 1 .43 倍 を 超 え

る 学 部 に は 補 助 金 は 交 付 さ れ な い こ と に な っ て い る 。 な お 、 こ の 割 合 は

毎 年 厳 し く な っ て お り 、 平 成 20 年 度 は 収 容 定 員 に 対 す る 在 籍 学 生 数 が
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1 .50 倍 、 も し く は 入 学 定 員 に 対 す る 入 学 者 数 の 割 合 が 1 .30 倍 と 改 定 さ

れ る 。 こ れ に よ り 、 私 立 大 学 の 入 学 者 水 増 し 率 は 改 善 さ れ た と い っ て よ

い 。さ ら に 岩 永 (1995b)は「 こ の 政 策 に よ っ て 、私 立 大 学 の 合 格 率 は 急 激

に 低 下 し 、 そ れ に 続 く 志 願 率 そ の も の の 冷 え 込 み も あ っ て 、 大 学 入 学 者

は 私 立 大 学 を 中 心 に 減 少 局 面 に 入 り 、 結 果 と し て 、 大 学 へ の 進 学 意 欲 が

抑 制 さ れ た 」 と 分 析 し て い る ( 3 0 )。  

 

２ ． 今 日 ま で の 金 額 的 推 移  

私 立 大 学 等 経 常 費 補 助 金 は 昭 和 45 年 に 132 億 円 (私 立 大 学 等 の 経 常 経

費 の 7.2％ )と い う 金 額 か ら 出 発 す る こ と に な っ た が 、当 初 の 目 論 見 で は

毎 年 10％ 程 度 、 経 常 経 費 補 助 率 を 増 加 さ せ 、 5 年 後 に は 目 標 の 二 分 の 一

補 助 が 達 成 さ れ る は ず で あ っ た が ( 3 1 )、 図 1－ 1 の よ う に そ の 思 惑 通 り に

は い か な か っ た 。こ の 理 由 に つ い て 黒 羽 (1993)は 、「 大 蔵 省 の 財 政 論 理

か ら 経 営 状 態 が よ い の だ か ら 、 一 般 の 経 常 費 助 成 は そ れ ほ ど 面 倒 を み な

く て も よ い と い う こ と に な っ た 」 と 指 摘 し て い る ( 3 2 )。  
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  図 1-1  私 立 大 学 等 に お け る 経 常 的 経 費 と 経 常 費 補 助 金 額 の 推 移  

 

                   出 典：文 部 科 学 省 h p  h t t p : / / w w w. m e x t . g o . j p /。 

昭 和 56年 ま で は 10％ に は 及 ば な い も の の 対 前 年 比 、 最 高 57.4％ 、 最 低

で も 8.8％ の 伸 び を み せ て い た が 、 昭 和 57年 度 に 臨 時 行 政 調 査 会 の 第 1次

答 申 を 受 け て 補 助 項 目 が 見 直 さ れ 、 厚 生 補 導 費 と 図 書 館 維 持 ・ 設 備 費 は

学 生 経 費 に 、 研 究 旅 費 は 教 員 経 費 に 統 廃 合 さ れ る と 、 財 政 逼 迫 を 事 由 と

し て 予 算 に シ ー リ ン グ 方 式 が 導 入 さ れ 、 昭 和 58年 度 以 降 補 助 金 総 額 抑 制

が 実 施 さ れ た 。 そ の 結 果 、 私 立 大 学 に 対 す る 経 常 費 補 助 の 金 額 も 大 き く

減 少 す る こ と と な っ た 。昭 和 56年 度 に は 2,835億 円 で あ っ た 私 立 大 学 等 経

常 費 補 助 金 は わ ず か 2年 後 の 昭 和 58年 度 に は 2,438億 円 に ま で 減 額 さ れ た 。

平 成 8年 度 以 降 、金 額 は 回 復 し た も の の 伸 び 悩 み か ら は 抜 け 出 せ な か っ た 。
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他 方 で 私 立 大 学 の 経 常 経 費 は 大 学 数 の 増 加 も あ っ て 急 速 に 大 き く な り 、

昭 和 55年 度 に 29.3％ に 達 し た 経 常 費 補 助 率 は 低 下 の 一 途 を 辿 り 、 現 在 で

は 経 常 費 の 一 割 程 度 の 水 準 に ま で 落 ち 込 む に 至 っ た 。 そ の 後 は 、 減 額 こ

そ し な か っ た が 対 前 年 比 0％ か ら 2％ 未 満 の 微 増 を 続 け 、 昭 和 56年 度 の 補

助 金 額 額 に 回 復 し た の は 平 成 8年 度 に な っ て か ら で あ り 、実 に 15年 の 歳 月

を 要 し て い る 。  

 

３ ． 昭 和 57 年 度 の 私 立 大 学 経 常 費 補 助 金 予 算 形 成 過 程  

 通 常 、 予 算 編 成 は 、 概 算 要 求 枠 （ シ ー リ ン グ と 通 称 さ れ る 。 ） を 決 定

す る こ と か ら 始 ま る が 昭 和 58年 度 予 算 編 成 に お い て は 、 ま さ に こ の シ ー

リ ン グ の 策 定 段 階 に な っ て 税 収 の 大 幅 な 落 ち 込 み が 明 ら か と な っ た 。  

昭 和 56年 度 決 算 を 締 切 る 昭 和 57年 7月 の 段 階 で 、昭 和 56年 度 税 収 は 、補 正

後 予 算 額 に 対 し て 約 2兆 8,800億 円 （ 当 初 予 算 額 か ら み れ ば 約 3兆 3,300億

円 ） の 落 込 み と な り 、 2兆 4,948億 円 に 及 ぶ 決 算 不 足 が 発 生 し た 。 こ の 税

収 の 落 込 み は 、 世 界 経 済 の 停 滞 、 米 国 の 高 金 利 等 、 予 見 し 難 い 経 済 情 勢

の 変 化 に よ る も の で あ る が 、 こ れ に よ り 財 政 事 情 は 一 層 深 刻 さ を 増 す こ

と と な っ た 。 こ の た め 7月 に 閣 議 了 解 さ れ た 昭 和 58年 度 の 概 算 要 求 枠 は 、

要 求 段 階 に お い て も 歳 出 削 減 へ の 努 力 を 示 す と の 見 地 か ら 、 昭 和 57年 度

の ゼ ロ・シ ー リ ン グ 以 上 に 厳 し い「 原 則 マ イ ナ ス 5％ シ ー リ ン グ（ 原 則 と

し て 、57年 度 予 算 額 か ら 5％ を 削 減 し た 金 額 の 範 囲 内 ）」と さ れ た 。さ ら

に 昭 和 55年 に だ さ れ た 臨 時 行 政 調 査 会 答 申 に 盛 り 込 ま れ た 、 補 助 金 等 の

整 理 合 理 化 策 に よ っ て 縮 小 を 余 儀 な く さ れ て い く 。 こ れ 以 降 、 私 立 大 学

に 対 す る 財 政 支 出 は 、 文 部 科 学 省 の 増 額 要 求 に 対 し て 財 務 省 の 減 額 、 も

し く は 増 加 率 の 抑 制 と い う 構 図 が 続 く こ と に な る 。  

 



 23

註 ： (第 １ 章 )  

(1 )  国 庫 助 成 に 関 す る 全 国 私 立 大 学 教 授 会 連 合 編『 私 学 助 成 の 思 想 と 法 』 

1979 年 ,勁 草 書 房 , pp25-38。  

( 2 )  丸 山 高 央 『 大 学 改 革 と 私 立 大 学 』 1992 年 ,柏 書 房 , p236。  

( 3 )  市 川 昭 午 『 高 等 教 育 の 変 貌 と 財 政 』 2000 年 ,玉 川 大 学 出 版 部 , p7。  

( 4 )  天 野 郁 夫 『 国 立 大 学 に お け る 資 金 の 獲 得 ・ 配 分 ・ 利 用 状 況 に 関 す る  

総 合 的 研 究 』 2005 年  

( 5 )  市 川 昭 午  前 掲 書 , p10。  

( 6 )  呂 煒 『 大 学 財 政 』 2007 年 ,東 信 堂 , pp9 -12。  

( 7 )  黒 羽 亮 一『 戦 後 大 学 政 策 の 展 開 』1993 年 ,  玉 川 大 学 出 版 部 , pp156-178。 

( 8 )  丹 英 子「 政 策 対 応 予 算 の 特 性 」『 日 本 教 育 社 会 学 会 大 会 発 表 要 旨 集 録 』 

2002 年 ,  pp200 -201。  

(9 )  国 庫 助 成 に 関 す る 全 国 私 立 大 学 教 授 会 連 合 編  前 掲 書 , pp25-38。  

( 10 )丸 山 文 裕 『 私 立 大 学 の 財 務 と 進 学 者 』 1999 年 ,東 信 堂 , pp31 -47。  

( 11 ) 喜 多 村 和 之 編 『 高 等 教 育 と 政 策 評 価 』 2000 年 , 玉 川 大 学 出 版

部 , pp228 -229。  

( 12 )矢 野 眞 和『 高 等 教 育 費 の 費 用 負 担 に 関 す る 政 策 科 学 的 研 究 』1994 年  

( 13 )小 林 雅 之「 高 等 教 育 費 の 負 担 と 教 育 機 会 」『 私 大 政 策 研 究 』第 28 号 ,  

2008 年  

( 14 )国 庫 助 成 に 関 す る 全 国 私 立 大 学 教 授 会 連 合 編  前 掲 書 , pp4 -22。  

( 15 )丸 山 高 央  前 掲 書 , p235。  

( 16 )丸 山 高 央  前 掲 書 , p34。  

( 17 )渡 辺  彰 『 米 国 教 育 使 節 団 報 告 書 』 1947 年  

( 18 )丸 山 高 央  前 掲 書 , p47。  

( 19 )丸 山 高 央   前 掲 書 , p68。  



 24

(20 )荒 井 英 治 郎 「 私 学 助 成 の 制 度 化 を め ぐ る 政 策 過 程 」『 国 立 教 育 政 策  

研 究 所 紀 要 』 第 137 集 2007 年 , pp201 -202。  

(21 )私 学 新 報 社 『 私 学 新 報 』 第 207 号 , 1967 年 , p1。  

( 22 )荒 井 英 治 郎  前 掲 論 文 , pp202-203。  

(23 )荒 井 英 治 郎  前 掲 論 文 , pp203-204。  

( 24 )私 学 新 報 社 『 私 学 新 報 』 第 279 号 , 1969 年 , p1。  

(25 )黒 羽 亮 一  前 掲 書 , p161。  

( 26 )黒 羽 亮 一  前 掲 書 , p165。  

( 27 )国 庫 助 成 に 関 す る 全 国 私 立 大 学 教 授 会 連 合 編  前 掲 書 , p65。  

(28 )国 庫 助 成 に 関 す る 全 国 私 立 大 学 教 授 会 連 合 編  前 掲 書 , pp76-79。  

( 29 )岩 永 雅 也  ｢私 学 助 成 の 背 景 と 現 状 ｣市 川 昭 午 編 『 大 学 大 衆 化 の 構 造 』 

1995 年 ,玉 川 大 学 出 版 部 , p112。  

( 30 )岩 永 雅 也  ｢私 学 助 成 の 背 景 と 現 状 ｣市 川 昭 午 編  同 書 , p112。  

( 31 )黒 羽 亮 一  前 掲 書 , p161。  

( 32 )黒 羽 亮 一  前 掲 書 , p173。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 25

 

第 ２ 章   私 立 大 学 に 対 す る 財 政 支 出 の 構 造  

こ の 章 で は 、 次 章 に お け る 考 察 の 準 備 段 階 と し て 、 具 体 的 な 政 府 予 算

に お け る 私 立 大 学 関 係 財 政 支 出 を な る べ く 詳 し い 項 目 ご と に 整 理 す る 。

ま ず 政 府 予 算 に お け る 私 立 大 学 関 係 支 出 に つ い て 全 体 的 に 捉 え (第 1 節 )、

次 に 本 研 究 の 主 要 な 検 討 対 象 と な る 私 立 大 学 関 係 支 出 に つ い て や や 詳 し

く 整 理 し 、（ 第 ２ 節 ）。そ し て 最 後 に ｢機 能 別 使 途 」と い う 観 点 か ら 私 立 大

学 関 係 予 算 の 多 様 性 を 示 す と 同 時 に 分 類 を 行 う （ 第 ３ 節 ）。  

 

第 １ 節  政 府 予 算 に お け る 私 立 大 学 関 係 支 出  

 

現 在 、 政 府 予 算 に お け る 私 立 大 学 関 係 予 算 は 、 私 立 大 学 等 経 常 費 補 助

金 と そ れ 以 外 の も の と い う 括 り が 可 能 で あ る 。 そ れ 以 外 と い う の は 研 究

施 設 、研 究 装 置 に か か る 経 費 等 を 補 助 す る 私 立 学 校 施 設 整 備 費 補 助 金（ 私

立 学 校 教 育 研 究 装 置 等 施 設 整 備 費 （ 私 立 大 学 ・ 大 学 院 等 教 育 研 究 装 置 施

設 整 備 費 ） ） (以 下 、 私 立 学 校 施 設 整 備 費 補 助 金 と い う )。 お よ び 私 立 大

学 等 研 究 設 備 整 備 費 等 補 助 金 が あ る が 、 こ れ ら の 補 助 金 は 文 部 科 学 省 が

定 め る 特 定 の 研 究 施 設 、 研 究 装 置 を 対 象 と し て お り 、 そ の 目 的 と 使 途 が

限 定 さ れ た も の で あ る 。 加 え て 、 近 年 で は 国 公 私 立 大 学 を 通 じ た 大 学 教

育 改 革 の 支 援 の 名 の も と に 、 大 学 の 設 置 形 態 を 超 え た 補 助 金 も 創 設 さ れ

て い る が 、 こ れ も 同 様 に 、 目 的 と 使 途 が 限 定 さ れ た も の で あ る 。 ゆ え に

私 立 大 学 関 係 予 算 を 考 え る 際 は 、 私 立 大 学 等 経 常 費 補 助 金 が そ の 中 心 的

な 位 置 に あ る 。 (図 2－ 1 参 照 ) 
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328,050,000千円103,850,000千円

2,078,000千円
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6,231,811千円

61,533,530千円

図２－１ 平成１９年度 私学関係予算内訳

私立大学等経常費補助金

私立高等学校等経常費助成

費等補助金

私立高等学校等施設整備費

補助金

私立学校施設整備費補助金

私立大学等研究設備整備費

等補助金

国公私立大学競争的資金

計

5,123億
7,734万円

 
出 典：文 部 科 学 省 ｢平 成 1 9 年 度 文 部 科 学 白 書 ｣ p . 3 9 8 よ り 筆 者 作 成 。        
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図 2－ 2        私 立 大 学 関 係 支 出 の 流 れ  

税金 税金

補助金 補助金

科学研究費
施設整備費
研究設備費
COE
GP　　　　など
補 助 金

科学研究費補助金 奨学金

経常費補助金
　一般補助
　特別補助 研究助成
　教育研究高度化推進

　　　　　　'特別補助

授業料 奨学寄付金

寄付金 受託研究

共同研究

その他省庁

補　　　　助　　　　金

私　　立　　大　　学

企業・助成団体

特殊法人

個人・家計

日本学生支援機構

日本私立学校振興・
共済事業団

日本学術振興会

政　　　府

文部科学省

 

                            ※ 筆 者 作 成 。 

図 2－ 2 は 私 立 大 学 関 係 財 政 支 出 の 流 れ を 示 し た も の で あ る 。 な お 、

こ の 図 は 平 成 18 年 度 現 在 を 想 定 し て お り 、平 成 17 年 度 ま で 私 立 大 学 教

育 研 究 高 度 化 推 進 特 別 補 助 は 日 本 私 立 学 校 振 興 ・ 共 済 事 業 団 を 通 じ て 交
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付 さ れ る 私 立 大 学 等 経 常 費 補 助 金 一 般 補 助 や 特 別 補 助 と は 別 に 文 部 科 学

省 が 直 接 交 付 し て い た 。  

詳 し い 説 明 は 後 述 す る が 、 参 考 の た め 、 本 研 究 で 扱 う 主 な 私 立 大 学 関

係 予 算 と そ の 規 模 を あ ら か じ め 、 こ こ で 挙 げ て お く 。 本 研 究 で 主 に 扱 う

の は 私 立 大 学 関 係 予 算 の 中 で「 私 立 大 学 等 経 常 費 補 助 金 一 般 補 助 」と「 特

別 補 助 」 同 じ く 「 私 立 大 学 教 育 研 究 高 度 化 推 進 特 別 補 助 」、「 私 立 学 校 施

設 整 備 費 補 助 金 」、「 私 立 大 学 等 研 究 設 備 整 備 費 等 補 助 金 」、と「 国 公 私 立

大 学 を 通 じ た 大 学 教 育 改 革 の 支 援 の 充 実 」 で あ る 。 平 成 19 年 度 政 府 予

算 額 は 、 合 計 約 4 ,063 億 円 程 度 の 予 算 を 対 象 と し て い る 。 な お 、「 科 学

研 究 費 補 助 金 」「 科 学 技 術 振 興 調 整 費 」「 戦 略 的 創 造 研 究 推 進 事 業 」 さ ら

に は 奨 学 金 事 業 や 利 子 助 成 な ど も 含 め る と 合 計 約 8 ,481 億 円 に な る 。  

 

第 ２ 節   私 立 大 学 関 係 財 政 支 出 の 内 容  

 

１ ． 私 立 大 学 等 経 常 費 補 助 金  

こ こ か ら は 、 対 象 と す る 補 助 金 を 個 別 に 概 説 す る 。 私 立 大 学 等 経 常 費

補 助 金 は 私 立 大 学 等 の 教 育 研 究 条 件 の 向 上 や 学 生 の 修 学 上 の 経 済 的 負 担

の 軽 減 、 経 営 の 健 全 性 の 向 上 に 資 す る た め 、 私 学 事 業 団 を 通 じ 政 府 が 私

立 大 学 等 の 経 常 的 経 費 に 対 し て 補 助 す る も の で 、 学 部 ご と に 専 門 分 野 や

学 生 数 ・ 教 職 員 数 等 を も と に 算 定 さ れ る 教 職 員 の 給 与 費 や 基 盤 的 な 教 育

研 究 経 費 ・ 厚 生 補 導 費 等 に 対 し て 交 付 さ れ る ｢一 般 補 助 ｣と 大 学 や 大 学 院

等 に お い て 、特 定 の 施 策 へ の 取 組 み 状 況 な ど に よ っ て 傾 斜 的 に 算 定 さ れ 、

増 額 措 置 さ れ る ｢特 別 補 助 ｣か ら 構 成 さ れ て い る 。 さ ら に 平 成 14 年 度 に

は 競 争 的 環 境 の 下 、 世 界 水 準 の 大 学 づ く り を 目 指 す と い う 観 点 か ら 従 前

の 特 別 補 助 の 中 か ら 大 学 院 の 高 度 化 や 学 術 研 究 の 推 進 、 大 学 教 育 の 高 度
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化 や 情 報 化 に 関 す る 項 目 を 移 行 し て ｢私 立 大 学 教 育 研 究 高 度 化 推 進 特 別

補 助 ｣が 創 設 さ れ て い る 。  

平 成 19 年 度 予 算 で は 総 額 3 ,280 億 5 , 000 万 円 が 計 上 さ れ て お り 、 (文

部 科 学 省 予 算 の 6 .2％ )平 成 18 年 度 予 算 の 総 額 3 ,312 億 5 ,000 万 円 (文 部

科 学 省 予 算 の 6 .4％ )か ら 、 昭 和 58 年 度 以 来 の 減 額 予 算 (対 前 年 度 マ イ ナ

ス 32 億 円 )と な っ て い る 。  

 

２ ． 私 立 学 校 施 設 整 備 費 補 助 金  

 私 立 大 学 等 の 教 育 研 究 装 置 及 び 施 設 の 整 備 費 に 対 し て 補 助 す る も の で 、

平 成 19年 度 予 算 は 106億 円 が 計 上 さ れ て い る 。 具 体 的 な 対 象 は 以 下 の よ

う な も の が あ る 。  

(1 )研 究 装 置  

私 立 大 学 の 教 授 、 助 教 授 そ の 他 研 究 に 従 事 す る 職 員 が 職 務 と し て 行 う

学 術 の 基 礎 的 研 究 又 は 大 学 院 の 学 生 の 研 究 指 導 に 必 要 な 機 械 、 器 具 、 そ

の 他 の 設 備 で 、 1個 ま た は 1組 の 価 格 が 4,000万 円 以 上 の も の 。  

(2 )教 育 装 置  

私 立 大 学 等 が 行 う 教 育 に 必 要 な 機 械 、 器 具 、 そ の 他 の 設 備 で 、 1 個 ま

た は 1 組 の 価 格 が 4 ,000 万 円 以 上 の も の 。  

(3 )情 報 通 信 施 設 ・ 装 置  

私 立 の 大 学 が 行 う 研 究 又 は 私 立 大 学 等 が 行 う 教 育 に 必 要 な 施 設 工 事

改 造 工 事 ま た は 情 報 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク の 構 築 に 要 す る 光 ケ ー ブ ル 等 敷 設

工 事 で 、 事 業 経 費 の 合 計 が 1,000万 円 以 上 の も の 。  

(4 )防 災 機 能 等 強 化 事 業  

 私 立 大 学 等 が 行 う 危 険 建 物 の 防 災 機 能 強 化 の た め の 耐 震 補 強 工 事 で あ

っ て 、 事 業 費 が 1 ,000万 円 以 上 の も の 。 お よ び 施 設 の バ リ ア フ リ ー 化 の
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た め の 改 造 工 事 で あ っ て 、 事 業 費 が 300万 円 以 上 の も の 、 も し く は ア ス

ベ ス ト 対 策 の た め の 施 設 工 事 で あ っ て 、事 業 費 の 下 限 は な い も の が あ る 。 

 

３ ． 私 立 大 学 等 研 究 設 備 整 備 費 等 補 助 金  

 私 立 大 学 に お け る 学 術 研 究 の 推 進 に 資 す る 設 備 に 対 し て 補 助 す る も の

で 平 成 19年 度 は 62億 円 が 計 上 さ れ て い る 。具 体 的 な 対 象 は 以 下 の よ う な

も の が あ る 。  

(1 )研 究 設 備  

私 立 大 学 の 教 授 、 准 教 授 そ の 他 研 究 に 従 事 す る 職 員 が 職 務 と し て 行 う

学 術 の 基 礎 的 研 究 に 必 要 な 機 械 、 器 具 、 標 本 、 図 書 そ の 他 の 設 備 で あ っ

て 、 1 個 又 は 1 組 の 価 額 が 500 万 円（ 図 書 に あ っ て は 100 万 円 ）以 上 の

も の 。  

( 2 )情 報 処 理 関 係 設 備  

 私 立 大 学 の 教 授 、 准 教 授 そ の 他 研 究 に 従 事 す る 職 員 が 職 務 と し て 行 う

学 術 の 基 礎 的 研 究 又 は 私 立 大 学 等 及 び 専 修 学 校 が 行 う 情 報 処 理 教 育 に 必

要 な 電 子 計 算 機 そ の 他 の 情 報 処 理 関 係 設 備 で あ っ て 、 1 個 又 は 1 組 の 価

額 が 1 ,000 万 円 以 上 の も の 。  

 

４ ． 国 公 私 立 大 学 を 通 じ た 大 学 教 育 改 革 の 支 援 の 充 実  

こ の 制 度 は 、い わ ゆ る ｢遠 山 プ ラ ン ｣を 受 け て 平 成 14年 度 よ り 実 施 さ れ

て い る も の で 、 各 大 学 の 取 組 に 対 し 、 国 公 私 立 大 学 を 通 じ た 競 争 原 理 に

基 づ い て 財 政 支 援 を 行 う 。こ の 補 助 金 は (1 )国 公 私 立 大 学 を 通 じ た 大 学 教

育 改 革 の 支 援 の 充 実 (2 )世 界 最 高 水 準 の 卓 越 し た 教 育 研 究 拠 点 形 成 と 大

学 院 教 育 の 抜 本 的 強 化 (3 )地 域 医 療 、が ん 医 療 等 に か か わ る 医 療 人 材 養 成

機 能 の 強 化 (4 )産 学 連 携 に よ る 高 度 人 材 育 成 の 充 実 と い う 4つ の 事 業 か ら
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形 成 さ れ て お り 、さ ら に 各 事 業 は 複 数 の プ ロ グ ラ ム か ら 形 成 さ れ て い る 。

な お 、平 成 19年 度 予 算 は 、総 額 615億 3 ,353万 円 が 計 上 さ れ て お り 、内 訳

は 以 下 の よ う に な っ て い る 。  

・ 特 色 あ る 大 学 教 育 支 援 プ ロ グ ラ ム           3,096,558千 円  

・ 現 代 的 教 育 ニ ー ズ 取 組 支 援 プ ロ グ ラ ム        5,088,000 千 円  

・ 大 学 教 育 の 国 際 化 推 進 プ ロ グ ラ ム              1,784,114 千 円  

・ 社 会 人 の 学 び 直 し ニ ー ズ 対 応 教 育 推 進 プ ロ グ ラ ム    1,760,000千 円  

・ 新 た な 社 会 的 ニ ー ズ に 対 応 し た 学 生 支 援 プ ロ グ ラ ム  1,589,570 千 円  

・ 専 門 職 大 学 院 等 教 育 推 進 プ ロ グ ラ ム         1,312,000 千 円  

・ グ ロ ー バ ル Ｃ Ｏ Ｅ プ ロ グ ラ ム            15,758,335 千 円  

・ 大 学 院 教 育 改 革 支 援 プ ロ グ ラ ム            3,501,069 千 円  

・ ２ １ 世 紀 Ｃ Ｏ Ｅ プ ロ グ ラ ム             22,015,699 千 円  

・ ｢魅 力 あ る 大 学 院 教 育 ｣イ ニ シ ア テ ィ ブ        1,229,186 千 円  

・ 地 域 医 療 等 社 会 的 ニ ー ズ に 対 応 し た 質 の 高 い 医 療 人 養 成 推 進 プ ロ グ ラ

ム                          1,305,000 千 円  

・ が ん プ ロ フ ェ ッ シ ョ ナ ル 養 成 プ ラ ン         1,400,000 千 円  

・ 派 遣 型 高 度 人 材 育 成 協 同 プ ラ ン                     234,000 千 円  

・ 先 導 的 Ｉ Ｔ ス ペ シ ャ リ ス ト 育 成 推 進 プ ロ グ ラ ム      798,000 千 円  

・ も の づ く り 技 術 者 育 成 支 援 事 業             150,000 千 円  

・ サ ー ビ ス ・ イ ノ ベ ー シ ョ ン 人 材 育 成 推 進 プ ロ グ ラ ム    150,000 千 円  

・ 大 学 改 革 研 究 委 託 事 業                 362,000 千 円  

 

第 ３ 節   私 立 大 学 関 係 財 政 支 出 の 機 能 別 使 途 に よ る 分 類  

 

１ ． 機 能 別 使 途 に よ る 分 類  
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 こ こ か ら は 、 前 節 で 述 べ た 私 立 大 学 関 係 支 出 を 機 能 別 使 途 の 観 点 か ら

以 下 の 5 つ の カ テ ゴ リ ー に 分 類 す る 。 (1 )教 職 員 人 件 費 (2 )教 育 研 究 経 費

(3 )特 定 施 策 実 施 経 費 (4 )設 備 関 係 費 (5 )競 争 的 資 金  

こ れ ら の カ テ ゴ リ ー の 定 義 と 具 体 的 な 内 容 (予 算 項 目 ・ 補 助 金 )は 以 下

の 通 り で あ る 。 な お 、 具 体 的 な 内 容 に つ い て は 平 成 19 年 度 予 算 を 基 準

に し て お り 、 過 年 度 に 統 廃 合 さ れ た 予 算 や 項 目 も あ る が 、 本 論 文 中 で 概

説 す る に と ど め る 。  

( 1 )教 職 員 人 件 費  

 ま ず 、 教 職 員 人 件 費 は 私 立 大 学 等 経 常 費 補 助 金 に お け る 専 任 教 員 等 給

与 費 、 専 任 職 員 給 与 費 、 非 常 勤 教 員 給 与 費 、 教 職 員 福 利 厚 生 費 で あ る 。

教 職 員 人 件 費 補 助 は 第 1 章 で 述 べ た よ う に 、長 年 、私 立 大 学 関 係 者 の 悲

願 と さ れ て き た が 昭 和 45 年 に 補 助 が 開 始 さ れ る と 、 現 在 で は 私 立 大 学

関 係 支 出 に お け る 最 も 大 き な 割 合 を 占 め る よ う に な っ て い る 。 平 成 19

年 度 の 予 算 計 上 額 は 専 任 教 員 等 給 与 費 1 ,332 億 2600 万 円 、 専 任 職 員 給

与 費 416 億 6 ,000 円 、 非 常 勤 教 員 給 与 費 43 億 4 ,800 万 円 、 教 職 員 福 利

厚 生 費 91 億 9 ,100 万 円 と な っ て い る 。  

( 2 )教 育 ・ 研 究 関 係 経 費  

 通 常 、 教 育 と 研 究 に 要 す る 経 費 は 不 可 分 の 場 合 が 多 い た め 、 学 校 会 計

基 準 に お い て も 教 育 研 究 経 費 と い う 大 括 り の 勘 定 科 目 で 設 定 さ れ て い る 。

こ こ で は 私 立 大 学 等 経 常 費 補 助 金 に お け る 教 員 経 費 お よ び 学 生 経 費 を 教

育 ・ 研 究 関 係 経 費 と す る 。 平 成 19 年 度 の 予 算 計 上 額 は 教 員 経 費 139 億

4 ,800 万 円 、 学 生 経 費 142 億 6 ,800 万 円 と な っ て い る 。  

( 3 )特 定 施 策 実 施 経 費  

 特 定 政 策 実 施 経 費 と は 、 文 部 科 学 省 の 定 め る 特 定 の 施 策 に 関 係 す る 経

費 に つ い て 、 そ の 一 部 を 補 助 も し く は そ の 実 施 状 況 に よ っ て 傾 斜 配 分 を
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行 う 項 目 で あ る 。 内 容 的 に は 教 育 研 究 に 関 す る こ と が 多 い た め 、 広 義 に

解 釈 す れ ば 教 育 ・ 研 究 関 係 費 に 分 類 す る こ と も 可 能 で あ る が 、 本 研 究 に

お い て は 、 私 立 大 学 等 経 常 費 補 助 金 に お け る 特 別 補 助 お よ び 高 度 化 推 進

特 別 補 助 に 加 え 、一 般 補 助 に お け る 認 証 評 価 経 費 お よ び 奨 学 事 業 費 と し 、

平 成 19 年 度 の 予 算 計 上 額 は 特 別 補 助 1 ,112 億 7 ,100 万 円 、 認 証 評 価 経

費 1 億 3 , 800 万 円 と な っ て い る 。  

( 4 )設 備 関 係 費  

通 常 、 経 常 費 補 助 は 経 常 的 な 経 費 や 人 件 費 が 対 象 と な る た め 、 資 産 関

係 支 出 や 高 額 の 設 備 関 係 支 出 は 対 象 と な ら な い こ と が 多 い 。 ゆ え に 資 産

や 設 備 関 係 費 に つ い て は 、別 途 補 助 金 を 設 け て 、予 算 が 計 上 さ れ て い る 。

本 研 究 で は 、 私 立 学 校 施 設 整 備 費 補 助 金 と 私 立 大 学 等 研 究 設 備 整 備 費 等

補 助 金 を 設 備 関 係 費 と す る 。 平 成 19 年 度 の 予 算 計 上 額 は 私 立 学 校 施 設

整 備 費 補 助 金 106 億 3 ,400 万 円 、私 立 大 学 等 研 究 設 備 整 備 費 等 補 助 金 62

億 3 ,100 万 円 と な っ て い る 。  

( 5 )競 争 的 資 金  

 競 争 的 資 金 は 、 国 公 私 立 大 学 を 通 じ た 大 学 教 育 改 革 の 支 援 の 充 実 で あ

る が 、 こ の 予 算 の 対 象 は 私 立 大 学 に 限 ら ず 、 国 公 立 大 学 も 対 象 と し て い

る 。 そ し て 、 交 付 さ れ た 大 学 名 や プ ロ ジ ェ ク ト 名 に つ い て は 公 表 さ れ る

も の の 個 別 の 金 額 や 使 途 な ど は 公 表 さ れ て い な い た め 、 私 立 大 学 対 す る

予 算 額 は 特 定 で き な い が 、 政 策 上 重 要 な 意 味 を も つ と 思 わ れ る こ と か ら

本 研 究 の 対 象 と し た 。 平 成 19 年 度 の 予 算 計 上 額 は 、 総 額 615 億 3 ,353

万 円 と な っ て い る 。  

 

２ ． 機 能 別 私 立 大 学 関 係 財 政 支 出 の 配 分 方 法  

 こ こ で は 、 カ テ ゴ リ ー 別 に 主 な 私 立 大 学 に 対 す る 私 立 大 学 関 係 支 出 の
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配 分 方 法 (積 算 基 準 や 補 助 率 等 )に つ い て 整 理 す る 。  

( 1 )  教 職 員 人 件 費  

昭 和 45年 の 創 設 時 の 予 算 折 衝 で は 文 部 省 要 求 人 件 費 106億 円 に 対 し て ､

大 蔵 省 の 査 定 は 49億 5000万 円 に 留 ま り ､そ の 対 象 も 自 然 科 学 系 教 員 だ け

で 文 科 系 教 員 、 職 員 は 除 外 ､ゼ ロ 査 定 で あ っ た が 、 結 局 、 医 歯 系 1/3、 理

工 系 1/5、そ の 他 (文 科 系 含 む )1/10と い う 積 算 率 と さ れ た 。そ の 後 、昭 和

47年 に 専 任 職 員 給 与 費 、 昭 和 54年 に 非 常 勤 教 員 給 与 費 、 さ ら に 教 職 員 福

利 厚 生 費 が 追 加 さ れ た 。 そ の 後 、 専 任 教 職 員 等 給 与 費 の 積 算 率 は 表 2－ 1

に 示 し た よ う に 逐 年 引 き 上 げ ら れ 、 専 任 教 員 は 昭 和 49年 度 に 学 部 系 統 の

如 何 を 問 わ ず 1/2と な り 、 専 任 職 員 も 昭 和 54年 度 に は 1/2に 達 し て い る 。

続 く 昭 和 56年 度 に は 厚 生 補 導 費 が 4/10か ら 5/10へ 、 図 書 館 維 持 ・ 設 備 費

が 4/10か ら 5/10へ 、 非 常 勤 教 員 給 与 費 が 3/10か ら 4/10へ 、 同 様 に 教 職 員

福 利 厚 生 費 が 3/10か ら 4/10へ と 積 算 率 が 引 き 上 げ ら れ て い る 。  

表 2－ 1   教 職 員 給 与 費 積 算 率 の 推 移  

(年度)
昭和45 46 47 48 49 50 51 52 53 54年以降

医歯系 1/3 4/10 5/10 5/10 5/10 5/10 5/10 5/10 5/10 5/10

理工系 1/5 3/10 4/10 5/10 5/10 5/10 5/10 5/10 5/10 5/10

その他(文科系等) 1/10 2/10 3/10 4/10 5/10 5/10 5/10 5/10 5/10 5/10

- - 1/10 1/10 2/10 3/10 4/10 4.5/10 4.75/10 5/10

専
任
教
員

給
与
費

専任職員給与費

 

※「 国 の 予 算 (各 年 度 版 )」よ り 筆 者 作 成 。  

人 件 費 の 補 助 率 は ① 専 任 教 員 給 与 費 の 5 /10② 専 任 職 員 給 与 費 の 5/10③

非 常 勤 教 員 給 与 費 の 4 /10④ 教 職 員 福 利 厚 生 費 の 4 /10と な っ て お り 、 算 定

方 法 は 専 任 教 員 の 数 に 標 準 給 与 額 5 ,731千 円 を 乗 じ た も の に 、 私 立 大 学

退 職 金 財 団 の 掛 金 が 加 え ら れ る 。 専 任 職 員 も 同 様 に 標 準 給 与 額 3,601千



 35

円 を 乗 じ た も の に 、 私 立 大 学 退 職 金 財 団 の 掛 金 が 加 え ら れ る 。 非 常 勤 教

員 に つ い て は 、 授 業 時 間 数 に 1授 業 時 間 当 た り の 標 準 経 費 5 ,100円 を 乗 じ

た も の と さ れ る 。 最 後 に 教 職 員 福 利 厚 生 費 は 教 職 員 の 労 働 者 災 害 補 償 保

険 お よ び 雇 用 保 険 の 保 険 料 と 私 立 学 校 教 職 員 共 済 法 に よ る 長 期 給 付 に 係

る 掛 金 に つ い て 標 準 経 費 を 乗 じ た も の と さ れ る 。 な お 、 い ず れ の 項 目 に

つ い て も 私 立 大 学 等 ご と の 平 均 支 出 額 と の い ず れ か 低 い 方 と さ れ る 。  

(2 )  教 育 ・ 研 究 関 係 経 費  

教 育 ・ 研 究 経 費 は 以 下 の 3つ に 分 類 さ れ る 。  

① 教 育 研 究 経 常 費  

ア . 学 生 の 教 育 又 は 専 任 教 員 等 が 行 う 研 究 に 直 接 必 要 な 機 械 、 器 具 及 び

備 品 （ 1  個 又 は 1  組 の 価 格 が 500万 円 以 上 の も の を 除 く 。 ） 、 図 書 、 消

耗 品 、 燃 料 等 の 購 入 費 並 び に 賃 金 、 印 刷 製 本 費 、 光 熱 水 料 、 通 信 運 搬 費

そ の 他 の 経 常 的 経 費 。  

イ . 専 任 教 員 等 、 専 任 職 員 の 研 究 の た め の 外 国 旅 行 （ 外 国 の 大 学 、 研 究

所 等 で 調 査 研 究 を 行 う も の に 限 る 。 ） に 要 す る 船 賃 、 航 空 費 、 日 当 及 び

宿 泊 料 。  

ウ . 学 校 教 育 法 の 規 定 に よ る 認 証 評 価 に 要 す る 認 証 評 価 機 関 の 評 価 料 と

し て 負 担 す る 経 費 。  

エ . 上 記 ア か ら ウ に 掲 げ る も の の ほ か 、 社 会 人 に 対 す る 教 育 、 非 常 勤 教

員 が 行 う 研 究 等 に 直 接 必 要 な 機 械 、 器 具 及 び 備 品 、 図 書 、 消 耗 品 、 燃 料

等 の 購 入 費 並 び に 賃 金 、 謝 金 、 印 刷 製 本 費 、 光 熱 水 料 、 通 信 運 搬 費 、 学

校 法 人 が 事 業 団 か ら 資 金 を 借 り 入 れ て 行 う 私 立 大 学 奨 学 事 業 に 係 る 利 息

そ の 他 の 経 常 的 経 費 。  

②  厚 生 補 導 費  

ア . 備 品（ 1  個 又 は 1  組 の 価 格 が 500  万 円 以 上 の も の を 除 く 。以 下 こ の
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号 に お い て 同 じ 。 ） 、 図 書 、 消 耗 品 等 の 購 入 費 及 び 賃 金 、 謝 金 、 印 刷 製

本 費 、 光 熱 水 料 、 通 信 運 搬 費 等 私 立 大 学 等 に お け る 学 生 指 導 、 課 外 教 育

又 は 保 健 管 理 に 要 す る 経 常 的 経 費 。  

イ . 専 任 教 員 等 及 び 専 任 職 員 の 学 生 指 導 又 は 課 外 教 育 の た め の 内 国 旅 行

並 び に 学 生 指 導 に 係 る 研 修 会 の 講 師 の 当 該 研 修 会 の た め の 内 国 旅 行 に 要

す る 鉄 道 賃 、 船 賃 、 航 空 賃 、 日 当 及 び 宿 泊 料 。  

③  研 究 旅 費  

専 任 教 員 等 の 研 究 の た め の 内 国 旅 行 に 要 す る 鉄 道 賃 、 船 賃 、 航 空 賃 、

日 当 及 び 宿 泊 料 。  

こ れ ら 経 費 の 補 助 の 基 準 は ① 教 育 研 究 経 常 費 の 5 /10② 厚 生 補 導 費 の

5 /10③ 研 究 旅 費 の 5/10で あ り 、こ れ に A配 点 ｢収 容 定 員 に 対 す る 在 籍 学 生

数 の 割 合 ｣と B配 点 ｢専 任 教 員 等 の 数 に 対 す る 在 籍 学 生 数 ｣及 び C配 点 ｢学

生 納 付 金 収 入 に 対 す る 教 育 ・ 研 究 に か か る 経 費 や 設 備 関 係 支 出 の 割 合 ｣

な ど 教 育 研 究 条 件 の 整 備 状 況 に 応 じ て 決 定 さ れ る 調 整 率 を 乗 じ て 、 傾 斜

配 分 が な さ れ て い る 。 加 え て 消 費 収 支 に お け る 収 入 超 過 額 や 一 定 の 高 額

給 与 受 給 者 が あ れ ば 減 点 さ れ 、 逆 に 財 務 情 報 の 積 極 的 な 公 開 や 一 定 の 奨

学 金 支 出 に 対 し て は 加 点 処 理 が 行 わ れ る 。な お 、こ の 傾 斜 配 分 は (教 職 員

福 利 厚 生 費 な ど 一 部 を 除 く )一 般 補 助 全 体 に 適 用 さ れ る 。こ れ ら 算 定 方 法

か ら 見 て も 一 般 補 助 は い わ ゆ る 機 関 補 助 の 意 味 合 い が 強 く 学 生 や 教 職 員

を 多 く か か え る 大 規 模 大 学 に 多 く 配 分 さ れ て い る 。  

( 3 )  特 定 施 策 実 施 経 費  

 特 定 施 策 実 施 経 費 は 私 立 大 学 等 経 常 費 補 助 金 特 別 補 助 と 私 立 大 学 教 育

研 究 高 度 化 推 進 特 別 補 助 に 加 え 私 立 大 学 等 経 常 費 補 助 金 一 般 補 助 に お け

る 認 証 評 価 経 費 お よ び 奨 学 事 業 費 か ら 構 成 さ れ て い る が 、 認 証 評 価 経 費

が 設 置 さ れ た の は 平 成 18 年 度 予 算 か ら で あ る 。 一 方 、 奨 学 事 業 費 は 平
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成 19 年 度 予 算 か ら 統 廃 合 さ れ て い る 。 ま た 従 来 は 文 部 科 学 省 の 定 め る

各 項 目 に そ れ ぞ れ 予 算 が 計 上 さ れ て い た 、｢特 別 補 助 ｣と ｢私 立 大 学 教 育 研

究 高 度 化 推 進 特 別 補 助 ｣が 平 成 19 年 度 に 以 下 の 図 2－ 3 の よ う に 統 合 さ

れ 、 特 別 補 助 創 設 以 来 の 大 改 編 が 実 行 さ れ た 。  
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図 2－ 3   私 立 大 学 等 経 常 費 補 助 金 特 別 補 助 内 訳 比 較 表  

 

               出 典：学 校 経 理 研 究 会「 学 校 法 人 N o 3 6 3」p . 4 3。 
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こ れ に よ り 、各 私 立 大 学 は 申 請 に あ た っ て A.地 域 社 会 の ニ ー ズ に 応 え

る 教 育 の 推 進 、 B.個 性 豊 か で 多 様 な 教 育 の 推 進 、 C,教 育 研 究 活 動 の 高 度

化 ・ 拠 点 の 形 成 と い う 3 つ の 申 請 ゾ ー ン を 選 択 し 、 自 大 学 が A、 B、 C

ど の 分 野 の 項 目 を 重 点 的 に 実 施 し て い く の か と い う 選 択 を し な く て は な

ら な い 。こ れ に よ り 、従 来 、｢特 別 補 助 ｣ま た は ｢私 立 大 学 教 育 研 究 高 度 化

推 進 特 別 補 助 ｣に あ る 項 目 を 実 施 し て い れ ば 採 択 制 の 項 目 以 外 は 原 則 す

べ て の 大 学 に 補 助 金 が 交 付 さ れ て い た も の が 、 選 択 し た ゾ ー ン に な い 項

目 に つ い て は 補 助 金 が 交 付 さ れ な い 可 能 性 が 高 く な っ た 。 ま た そ れ ぞ れ

の ゾ ー ン の 内 訳 を 概 観 す る と 、 A.地 域 社 会 の ニ ー ズ に 応 え る 教 育 の 推 進

は 「 地 域 の 知 の 拠 点 活 性 化 」 や 「 地 域 の 子 育 て ・ も の づ く り 支 援 」 と い

っ た い わ ゆ る 地 域 活 性 化 の た め の 項 目 が 優 先 さ れ 、 B.個 性 豊 か で 多 様 な

教 育 の 推 進 は「 大 学 院 の 教 育 研 究 高 度 化 」や「 研 究 施 設・設 備 等 の 運 営 」

と い っ た 項 目 も あ る が 、 ハ イ テ ク ・ リ サ ー チ ・ セ ン タ ー や 学 術 フ ロ ン チ

ィ ア 推 進 と い っ た 大 規 模 研 究 活 動 の 推 進 の 項 目 が 設 定 さ れ て お ら ず 中 規

模 の 複 数 学 部 を 設 置 す る 大 学 が 想 定 さ れ て い る 。最 後 の C,教 育 研 究 活 動

の 高 度 化 ・ 拠 点 の 形 成 は 社 会 人 入 学 や 編 入 学 の 推 進 や イ ン タ ー ン シ ッ プ

や 高 大 連 携 な ど の 項 目 は 設 定 が な い が 、 ハ イ テ ク ・ リ サ ー チ ・ セ ン タ ー

や 学 術 フ ロ ン チ ィ ア 推 進 と い っ た 大 規 模 研 究 活 動 が 唯 一 設 定 さ れ て い る 。

加 え て ゾ ー ン を 問 わ ず 、 多 様 な ニ ー ズ に 対 応 し た 実 践 的 な 教 育 コ ー ス の

開 設 や 、 社 会 人 や シ ニ ア 層 等 の 学 び の 意 欲 に 対 応 し た 授 業 科 目 の 設 置 、

公 開 講 座 や 教 育 訓 練 講 座 等 の 学 習 機 会 の 提 供 を 推 進 す る た め の 「 新 規 学

習 ニ ー ズ 対 応 プ ロ グ ラ ム 支 援 経 費 」や 定 員 割 れ を し て い る 私 立 大 学 等 が 、

経 営 改 善 ・ 効 率 化 や 定 員 規 模 の 適 正 化 を 図 る な ど の 計 画 を 策 定 し 、 定 員

割 れ の 解 消 へ の 取 り 組 み を 支 援 す る た め の 「 定 員 割 れ 改 善 促 進 特 別 支 援
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経 費 」 な ど が 創 設 さ れ た 。  

そ の 結 果 、 メ ニ ュ ー 化 さ れ た 項 目 に つ い て は 予 算 が 一 括 計 上 さ れ る こ

と と な っ た が 、 一 方 で は 従 来 に も 増 し て 複 雑 な 算 定 方 法 が と ら れ る よ う

に な っ て い る 。 以 下 に 例 と し て 図 2－ 3 に お け る 、 平 成 19 年 度 の １ .知

の 拠 点 と し て の 地 域 貢 献 支 援 メ ニ ュ ー 群 の １ 地 域 の 知 の 拠 点 活 性 化 支 援

の 算 定 方 法 に つ い て 記 載 す る 。  

ま ず 、 こ の 項 目 に お い て 補 助 金 を 申 請 す る に は 、 以 下 の 要 件 を す べ て

満 た し て い る 必 要 が あ る 。  

①  埼 玉 県 、 千 葉 県 、 東 京 都 、 神 奈 川 県 、 愛 知 県 、 京 都 府 、 大 阪 府 及 び

兵 庫 県 （ た だ し 、 過 疎 地 域 自 立 促 進 特 別 措 置 法 第 ２ 条 １ 項 、 第 ３ ３ 条 １

項 、第 33条 2項 に 基 づ き 過 疎 地 域 に 指 定 さ れ て い る 地 域 は 除 く 。）以 外 の

地 域 に 設 置 さ れ て い る 大 学 等 で あ る こ と 。  

②  当 該 補 助 年 度 の 5月 1日 現 在 の 昼 間 部 の 入 学 定 員 の 総 数 が 1,000人 以

下 の 大 学 等 で あ る こ と 。  

③  医 学 部 、 歯 学 部 及 び 薬 学 部 の い ず れ も 設 置 し て い な い 大 学 で あ る こ

と 。  

④  専 任 教 員 等 若 し く は 専 任 職 員 の 給 与 水 準 が 高 い も の 及 び 配 分 基 準 の

収 入 超 過 と な っ て い る も の に 該 当 し な い 大 学 等 で あ る こ と 。  

上 記 要 件 を 満 た し て い る 大 学 が 、 申 請 ゾ ー ン A.地 域 社 会 の ニ ー ズ に 応 え

る 教 育 の 推 進 を 選 択 す れ ば 以 下 の 算 定 方 法 に よ り 傾 斜 配 分 が な さ れ る 。  

① 当 該 大 学 等 の 学 部 等 （ 夜 間 部 、 第 三 部 及 び 通 信 教 育 学 部 等 を 除 く 。 ）

ご と に 、 別 途 定 め ら れ た 専 任 教 員 等 １ 人 当 た り の 金 額 に 当 該 学 部 等 の 教

員 等 数 を 乗 じ た 額 に 1/2を 乗 じ た 額 と 定 め ら れ た 学 生 １ 人 当 た り の 金 額

に 当 該 学 部 等 の 学 生 数 を 乗 じ た 額 に 1/2を 乗 じ た 額 の 合 計 額 を 算 出 す る 。 

② 当 該 大 学 等 ご と に ① の 1/2の 額 に 表 2-2の 当 該 大 学 等 の 教 育 研 究 活 動 に
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基 づ く 点 数 （ 9点 満 点 ） を も と に 、 表 2-3に よ っ て 得 ら れ る 調 整 率 を 乗 じ

た 額 を 増 額 す る 。  

表 2-2   教 育 研 究 活 動 に 基 づ く 点 数 表  

 

表 2-3   点 数 に よ る 調 整 率  

 

             出 典：私 立 大 学 等 経 常 費 補 助 金 配 分 基 準 別 記 7  p . 2。 

こ の よ う に 、 算 定 方 法 は 非 常 に 複 雑 か つ 政 策 誘 導 的 要 素 が 非 常 に 大 き

く な っ て い る 。さ ら に 、図 2－ 3に お け る ４ .学 部 教 育 の 高 度 化・個 性 化 支

援 メ ニ ュ ー 群 の １ 教 育 ・ 学 習 方 法 等 改 善 支 援 に つ い て は 、 採 択 制 項 目 と

な っ て い る た め メ ニ ュ ー の 選 択 等 の 要 件 は な い が 、 以 下 の い ず れ か の 内

容 に 合 致 す る 特 色 あ る 取 組 み を 実 施 し て い る 大 学 は 、 そ の 具 体 的 な 内 容
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を 記 載 し た 申 請 書 を 提 出 し 、専 門 委 員 に よ る 審 査 が 行 わ れ る 。そ の 結 果 、

採 択 さ れ れ ば 、 所 要 経 費 の 1/2以 内 の 額 に お い て 5 ,000万 円 を 限 度 に 増 額

さ れ る 。  

イ  教 育 ・ 学 習 方 法 等 の 改 善 の た め の 組 織 的 な 取 組 み に 関 す る も の  

ロ  教 育 分 野 の 多 様 化 、 学 際 化 に 対 応 す る 教 育 研 究  

ハ  マ ル チ メ デ ィ ア の 活 用 に よ り 教 育 効 果 の 向 上 を 図 る 教 育 研 究  

ニ  学 生 の 実 体 験 を 重 視 し た 教 育 研 究  

ホ  豊 か な 人 間 性 を 育 成 す る た め の 教 育 、 建 学 の 理 念 及 び 教 育 目 標 を 達

成 す る 教 育 、 秋 季 入 学 の 実 施 な ど 入 学 者 選 抜 方 法 の 改 善 に 関 す る 取

組 み 、 独 創 的 で 顕 著 な 成 果 を あ げ て い る 特 色 あ る 教 育 研 究  

ヘ  国 際 的 な 視 野 を 涵 養 し 、 国 際 社 会 に 対 応 で き る 人 材 の 育 成 を 図 る こ

と 等 を 目 的 と し た 教 育 研 究  

こ の 項 目 、 国 公 私 立 大 学 を 通 じ た 大 学 教 育 改 革 の 支 援 の 充 実 と 同 様 の

方 式 を と っ て お り 、 競 争 的 資 金 と し て の 要 素 が 極 め て 強 い も の と な っ て

い る 。 特 別 補 助 が こ の よ う に 複 雑 な 算 定 方 法 に な っ て い る こ と を 大 学 関

係 者 で も 理 解 し て い る 者 は 少 な い 。  

( 4 )  設 備 関 係 費  

 私 立 学 校 施 設 整 備 費 補 助 金 は 事 業 費 の 1/2以 内 を 補 助 、私 立 大 学 等 研 究

設 備 整 備 費 等 補 助 金 の 研 究 設 備 は 所 要 経 費 の 2/3以 内 を 情 報 処 理 関 係 設

備 は 所 要 経 費 の 1/2以 内 を 補 助 す る こ と と な っ て い る が 、こ れ ら は 採 択 制

の 補 助 金 で あ る た め 、申 請 し て も 必 ず 補 助 金 が 交 付 さ れ る も の で は な く 、

予 算 に 大 き く 影 響 さ れ る こ と に な る 。  

( 5 )競 争 的 資 金  

 国 公 私 立 大 学 を 通 じ た 大 学 教 育 改 革 の 支 援 の 充 実 は 平 成 14年 度 か ら

開 始 さ れ て い る が 、 他 の 補 助 金 と 最 も 異 な る の が 配 分 方 法 で あ る 。 他 の
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補 助 金 は 原 則 、 補 助 率 は 所 要 経 費 の 1/2も し く は 2 /3と な っ て い る が 、 こ

の 補 助 金 は 採 択 制 を と っ て お り 、 当 該 プ ロ グ ラ ム が 採 択 さ れ れ ば 、 上 限

金 額 (プ ロ グ ラ ム に よ り 異 な る )ま で は 原 則 全 額 が 交 付 さ れ る 。 ま た 算 定

方 法 に つ い て も 各 大 学 か ら の 申 請 金 額 を も と に 審 査 さ れ る た め 、 使 途 に

つ い て も 各 大 学 に 相 当 の 裁 量 が 与 え ら れ る こ と と な る 。 た だ し 、 補 助 期

間 が 他 の 補 助 金 と 比 し て 短 い た め 、 長 期 的 に み る と 、 当 該 プ ロ グ ラ ム を

継 続 す る た め に は 大 学 か ら の 支 出 を 要 す る こ と に な る 。 ま た 、 公 募 さ れ

る プ ロ グ ラ ム も 多 様 で あ り 、平 成 14年 度 の 21世 紀 COEプ ロ グ ラ ム を 皮 切

り に 、平 成 15年 度 に は 特 色 あ る 大 学 教 育 支 援 プ ロ グ ラ ム (特 色 GP)、平 成

16年 度 に は 現 代 的 教 育 ニ ー ズ 取 組 支 援 プ ロ グ ラ ム (現 代 GP)、  平 成 17年

度 に は 資 質 の 高 い 教 員 養 成 推 進 プ ロ グ ラ ム（ 教 員 養 成 GP）や 魅 力 あ る 大

学 院 教 育 イ ニ シ ア テ ィ ブ 、大 学 教 育 の 国 際 化 推 進 プ ロ グ ラ ム 、平 成 19年

度 に は グ ロ ー バ ル Ｃ Ｏ Ｅ プ ロ グ ラ ム や 社 会 人 の 学 び 直 し ニ ー ズ 対 応 教 育

推 進 プ ロ グ ラ ム 、 大 学 院 教 育 改 革 支 援 プ ロ グ ラ ム と い っ た 新 た な プ ロ グ

ラ ム が 追 加 さ れ て い る 。  

 

３ ． 私 立 大 学 関 係 財 政 支 出 の 分 析 枠 組 み  

 こ れ ま で の 私 立 大 学 に 対 す る 財 政 政 策 を 振 り 返 る と 「 特 定 目 的 化 」 と

「 競 争 化 」と い う 2 つ の 方 向 性 が 看 取 で き る 。そ こ で 目 的 の 限 定 性 と 配

分 方 法 に 着 目 し て 分 析 の 枠 組 み を 設 定 す る 。 ま ず 、 目 的 の 限 定 性 に 関 し

て は 、 一 方 で 目 的 が 特 定 化 さ れ た 補 助 、 他 方 で 目 的 が 特 定 化 さ れ て い な

い 、 い わ ば 一 般 目 的 の た め の 補 助 が あ る 。 配 分 方 法 に 関 し て は 、 配 分 が

競 争 的 な も の と 非 競 争 的 な も の が あ る 。 阿 曽 沼 (2003)は 、 国 立 大 学 に 対

す る 研 究 費 補 助 に 関 す る 研 究 に お い て 、以 下 の よ う な 図 を 示 し て い る ( 1 )。

(図 2－ 4 参 照 )  
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図 2－ 4   分 類 枠 組 み と タ イ プ    

               配   分        <効 率 性 > 

                  競 争 的  

               

     

       一 般 目 的              特 定 目 的  

  目   的  

 

 

              

  

                  非 競 争 的  

   <自 主 性 >       

          出 典：阿 曽 沼 明 裕『 戦 後 国 立 大 学 に お け る 研 究 費 補 助 』p . 3 9。  

こ の よ う に 、座 標 に 4 つ の 象 限 が で き 、形 態 と し て 大 き く 4 つ の タ イ

プ す な わ ち ① 一 般 目 的 ・ 非 競 争 的 ② 特 定 目 的 ・ 非 競 争 的 ③ 一 般 目 的 ・ 競

争 的 ④ 特 定 目 的 ・ 競 争 的 に 分 類 で き る 。 こ の 中 で 、 一 般 目 的 ・ 非 競 争 的

タ イ プ と 特 定 目 的 ・ 競 争 的 と が 最 も 対 照 的 で あ り 、 前 者 は 自 主 性 の 理 念

を 最 も よ く 反 映 す る タ イ プ で あ り 、 後 者 は 効 率 性 の 理 念 を 最 も よ く 反 映

す る タ イ プ で あ る 。自 主 性 と 効 率 性 と い う 捉 え 方 は 、阿 曽 沼・金 子 (1993 )

が 枠 組 み と し て 取 り 入 れ て い る が 、 国 立 大 学 に 対 す る 運 営 費 交 付 金 の 教

官 当 積 算 校 費 と 科 学 研 究 費 補 助 金 の み を 対 象 と し て い た 。  

こ れ を 参 考 に 、 先 に 示 し た 私 立 大 学 関 係 支 出 の カ テ ゴ リ ー を あ て は め

る と 、 図 2－ 5 の よ う に な る 。  
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図 2－ 5   私 立 大 学 関 係 支 出 の 分 析 枠 組 み  

              配   分  

                 競 争 的  

             

      特 定 施 策 実 施 経 費        競 争 的 資 金  

                   

      一 般 目 的                 特 定 目 的  

目   的  

 

      教 職 員 人 件 費          施 設 整 備 費  

      教 育 ・ 研 究 関 係 費    

                 非 競 争 的  

      ※ 阿 曽 沼 明 裕『 戦 後 国 立 大 学 に お け る 研 究 費 補 助 』p . 3 9 よ り 筆 者 作 成 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

註 ： (第 ２ 章 )  

(１ )  阿 曽 沼 明 裕『 戦 後 国 立 大 学 に お け る 研 究 費 補 助 』2003 年 ,多 賀 出 版 ,  

pp38-39。  
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第 ３ 章  私 立 大 学 に 対 す る 財 政 政 策 の 今 日 的 考 察  

本 章 で は 、1990 年 代 以 降 、私 立 大 学 に 対 す る 財 政 政 策 が 経 済 財 政 の 悪

化 や 大 学 改 革 が 推 進 さ れ る と い っ た 状 況 下 で ど の よ う に 変 容 し た の か を

明 ら か に す る 。 ま ず 、 社 会 情 勢 に つ い て 概 観 し (第 １ 節 )、 私 立 大 学 に 対

す る 財 政 政 策 の 新 た な 変 化 と そ の 要 因 に つ い て 検 討 す る (第 ２ 節 )。 そ し

て 構 造 変 化 の 方 向 性 を ま と め (第 ３ 節 )、 そ の 変 化 が 私 立 大 学 財 政 に 与 え

た 影 響 に つ い て 考 察 す る (第 ４ 節 )。  

  

第 １ 節   社 会 情 勢 の 変 化  

１ ．  バ ブ ル 経 済 の 崩 壊  

 わ が 国 は 昭 和 61 年 (1986 )か ら 平 成 3 年 (1991)ま で 、「 い ざ な ぎ 景 気 ｣

に 次 ぐ 史 上 第 2 位 の 大 型 景 気 、 い わ ゆ る ｢バ ブ ル 景 気 ｣を む か え て い た 。

昭 和 60 年 (1985 )「 Ｇ ５ プ ラ ザ 合 意 」 以 降 の 政 府 ・ 日 銀 の 経 済 政 策 は 昭

和 62 年 (1987 )か ら の 超 低 金 利 政 策 を と り 、 過 剰 と な っ た 資 金 が 、 株 式

市 場 に 流 れ 株 価 を 押 し 上 げ 、次 い で 不 動 産 市 場 に 流 れ 地 価 を 高 騰 さ せ た 。

企 業 は 、 株 式 の 価 格 が 上 昇 す る こ と に よ る 「 資 産 効 果 」 で 得 た 資 金 で 積

極 的 な 設 備 投 資 を 行 い 、 ス パ イ ラ ル 状 に バ ブ ル を 膨 ら ま せ た と さ れ る 。

し か し 日 銀 は 、 2 年 3 カ 月 続 け た 史 上 最 低 （ 当 時 ） の  2 .5%の 超 低 金 利

政 策 に 終 止 符 を 打 ち 、 平 成 元 年 (1989 )5 月 公 定 歩 合 を 0 .75% 引 き 上 げ 、

3 .25%と し た 。 次 い で 10 月 に も 公 定 歩 合 を 再 度 引 き 上 げ 、  3 .75%と す

る が 、 株 価 は 上 昇 を 続 け 、 12 月 の 第 三 次 引 き 上 げ で 公 定 歩 合 を  4 .25%

と し た 。 こ れ を 機 に 1990 年 初 頭 か ら 株 価 が 下 落 、 地 価 も 下 落 し 始 め 、

大 規 模 な 景 気 後 退 が 始 ま っ た 。 こ の い わ ゆ る 「 バ ブ ル 経 済 崩 壊 」 に よ っ

て 、民 間 設 備 投 資 の 対 名 目 GDP 比 率 は 、1989 年 18 .6％ 、1990 年 19 .6％ 、
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1991 年 19 .3％ だ っ た も の が 、1992 年 17 .7％ 、1993 年 15 .5％ 、1994 年

14 . 6％ に ま で 落 ち 込 ん だ 。 以 降 、 日 本 経 済 は 未 曽 有 の 長 期 不 況 に 陥 る こ

と と な る ( 1 )。  

 

２ ．  大 学 設 置 基 準 大 綱 化 と 大 学 改 革 の 進 行  

 昭 和 59 年 に 臨 時 教 育 審 議 会 が 設 置 さ れ る と 様 々 な 教 育 改 革 論 議 が 開

始 さ れ る 。 高 見 (2004 )は 「 1990 (平 成 2)年 以 降 の 教 育 政 策 の 急 激 な 変 貌

に つ い て 、そ の 淵 源 は 臨 時 教 育 審 議 会 に あ る 」と し た 上 で 、「 学 校 設 置 ・

管 理 運 営 、 教 育 課 程 を 始 め 、 国 ・ 地 方 の 教 育 行 財 政 制 度 に 至 る ま で 教 育

分 野 の あ ら ゆ る 領 域 に 及 ぶ 」と し 、「 教 育 分 野 の 様 々 な 内 的 要 因 に 加 え て 、

近 年 の 財 政 制 約 ・ 構 造 不 況 へ の 対 応 策 と し て の 経 済 財 政 構 造 改 革 お よ び

そ れ を 踏 ま え た 地 方 分 権 推 進 政 策 を そ の 促 進 要 因 の ひ と つ 」 と 指 摘 し て

い る 。さ ら に 臨 時 教 育 審 議 会 の 第 一 次 答 申 (昭 和 60 年 )か ら 第 四 次 答 申 (昭

和 62 年 )ま で の 基 本 内 容 を 「 ① 個 性 重 視 の 原 則 ② 生 涯 学 習 体 系 へ の 移 行

③ 国 際 化 、情 報 化 等 変 化 へ の 対 応 の 3 点 に 集 約 さ れ る と し た 上 で 、画 一

主 義 と 学 校 中 心 主 義 か ら の 脱 却 、す な わ ち 教 育 自 由 化 論 の 嚆 矢 と な っ た 」

と 評 価 し て い る ( 2 )。  

 続 く 、 昭 和 62 年 に は 大 学 審 議 会 が 設 置 さ れ 、 臨 時 教 育 審 議 会 に お け

る 論 議 を ベ ー ス と し て 大 学 改 革 に つ い て 審 議 、 答 申 が な さ れ た ( 3 )。 そ れ

が 現 実 の も の と し て 本 格 化 す る の が 平 成 元 年 に 入 っ て か ら で あ る 。 大 学

審 議 会 の 答 申 に つ い て 概 観 す る と 昭 和 63 年 に 「 大 学 院 制 度 の 弾 力 化 に

つ い て 」 が 答 申 さ れ る と 、 平 成 3 年 に は 「 大 学 教 育 の 改 善 」「 学 位 制 度

の 見 直 し 及 び 大 学 院 の 評 価 」「 学 位 授 与 機 関 の 創 設 」に つ い て 答 申 し た 後 、

「 平 成 5 年 度 以 降 の 高 等 教 育 の 計 画 的 整 備 に つ い て 」が 答 申 さ れ た 。本

答 申 で は 高 等 教 育 に 対 す る 財 政 が 不 十 分 で あ る と い う 認 識 か ら 出 発 し て
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お り 次 の よ う に 指 摘 し て い る 。「 今 後 我 が 国 の 経 済・社 会 の 高 度 化 に 伴 い

高 等 教 育 の 果 た す べ き 役 割 の 重 要 性 が 一 層 増 加 す る が 、 現 在 大 学 等 の 施

設 設 備 等 教 育 研 究 条 件 が 深 刻 な 状 況 に あ る こ と 、 ま た 、 先 進 諸 国 に 比 較

し 、 我 が 国 の 高 等 教 育 財 政 支 出 が 不 十 分 で あ る こ と な ど か ら 、 公 財 政 支

出 の な お 一 層 の 充 実 が 必 要 で あ る 。」 加 え て 「 (1)高 等 教 育 を 高 等 学 校 卒

業 後 の 多 様 な 教 育 形 態 を 含 む 広 い 意 味 の も の と し て 把 握 し 、 そ の 構 造 の

柔 軟 化 を 進 め る こ と (2)大 学・短 期 大 学 に つ い て は 、量 的 な 拡 大 よ り も 質

的 な 充 実 を 格 段 に 図 る こ と が 重 要 で あ る 」 と し 、 具 体 的 に は 、 「 大 学 等

に お け る 教 育 へ の ア ク セ ス の 多 様 化 や 授 業 の 履 修 形 態 の 柔 軟 化 を 図 る な

ど ， 多 様 な 学 習 機 会 の 提 供 に 努 め る こ と 」 と し て い る 。 さ ら に 、 「 高 等

教 育 の 規 模 が 拡 大 し 、 広 く 普 及 し た 状 況 で は 、 そ の 中 か ら 、 研 究 志 向 の

も の 、 教 育 に 力 点 を 置 く も の 、 さ ら に は 、 地 域 に お け る 生 涯 学 習 に 力 を

注 ぐ も の と い っ た 、 様 々 な タ イ プ の 高 等 教 育 機 関 が 育 っ て い く こ と が 考

え ら れ る 」 と し て 、 大 学 学 部 、 大 学 院 、 短 期 大 学 等 の 高 等 教 育 機 関 の タ

イ プ 別 に 、期 待 さ れ る 発 展 の 方 向 を 述 べ て い る 。こ れ に つ い て 、舘 (1995)

は「 制 度 的 な 種 類 で は な く 機 能 に よ る タ イ プ 分 け 」で あ る と し て い る ( 4 )。

こ れ ら 答 申 に 基 づ き 、平 成 3 年 7 月 に は 大 学 設 置 基 準 の 一 部 が 改 正 さ れ 、

い わ ゆ る 大 学 設 置 基 準 の 大 綱 化 が 施 行 さ れ る こ と と な っ た 。  

 

第 ２ 節  私 立 大 学 関 係 財 政 支 出 の 新 た な 動 向  

 

１ ．  私 立 大 学 関 係 財 政 支 出 全 体 の 動 向  

 平 成 元 年 以 降 の 私 立 大 学 関 係 支 出 予 算 の 全 体 的 な 動 向 を カ テ ゴ リ ー 別

に み て み る と 大 き く 3 つ の こ と が 言 え る (図 3－ 1 参 照 )。な お 、本 研 究 で

用 い た 数 値 は 、 大 蔵 省 主 計 局 内 財 政 調 査 会 「 国 の 予 算 」 お よ び 日 本 私 立
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学 校 振 興 ・ 共 済 事 業 団 hp、文 部 科 学 省 hp を 参 考 と し た 。ま た 予 算 の 経

年 変 化 を み る た め に 物 価 変 動 を 補 正 し な く て は な ら な い が 、 本 研 究 で は

他 の 諸 々 の 一 般 の 予 算 と の 比 較 と い う 点 を 考 慮 す れ ば 、 一 般 の 消 費 者 物

価 指 数 を 使 用 す べ き だ と 考 え ら れ る 。 ゆ え に 予 算 に つ い て は 消 費 者 物 価

指 数 を も と に 2005 年 度 価 格 に 実 質 化 し て い る 。  

第 一 に 平 成 5 年 度 予 算 に お い て 教 職 員 人 件 費 が 大 き く 増 加 し た 一 方 、

教 育 ・ 研 究 関 係 費 に 対 す る 支 出 が 大 き く 減 少 し 両 者 に ト レ ー ド ・ オ フ の

関 係 が 成 立 し て い る 。 第 二 に 平 成 14 年 度 以 降 、 高 度 化 推 進 特 別 補 助 と

国 公 私 立 大 学 を 通 じ た 大 学 教 育 改 革 の 支 援 の 充 実 が 創 設 さ れ た こ と も あ

り 、 特 定 施 策 実 施 経 費 と 競 争 的 資 金 の 伸 び が 極 め て 大 き い と い う こ と で

あ る 。 ま た 本 研 究 で は 対 象 と し て い な い が 、 こ の 時 期 は 科 学 研 究 費 補 助

金 の 伸 び も 大 き い ( 5 )。第 三 に 設 備 関 係 費 は 平 成 13 年 度 を ピ ー ク に 大 幅 に

減 少 し て い る と い う こ と で あ る 。  
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図３－１ 私立大学関係支出の動向
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※ 2 0 0 5 年 価 格    「 国 の 予 算 (各 年 度 版 )」よ り 筆 者 作 成 。  

２ ． 教 職 員 人 件 費 の 増 加 と 教 育 ・ 研 究 関 係 費 の 減 少  

 ま ず 教 職 員 人 件 費 は 、平 成 に 入 る と 平 成 4 年 度 ま で 減 少 を 続 け る 一 方

平 成 5 年 度 に は 一 転 し て 急 な 増 加 を 見 せ る 。そ し て そ こ か ら 、ま た ゆ る

や か な 減 少 を 続 け 、 現 在 に 至 っ て い る 。 一 方 、 教 育 ・ 研 究 関 係 経 費 は 、

教 職 員 人 件 費 と 対 照 的 に 平 成 4 年 度 ま で は ゆ る や か に 増 加 し て い た が 、

平 成 5 年 度 に 大 き く 減 少 す る 。そ の 後 は ゆ る や か に 回 復 し て い た が 、ま

た 平 成 18 年 度 か ら 減 少 局 面 に 入 っ て い る 。 双 方 に 共 通 し て 言 え る こ と

は 、 平 成 5 年 を 除 い て は ほ と ん ど 大 き な 増 減 が な い と い う こ と で あ る 。

そ こ で 、 平 成 5 年 度 の 増 減 の 要 因 を み て み る と 、 以 下 の 表 3－ 1 に 示 し

た よ う に 、 専 任 教 員 給 与 費 、 専 任 職 員 給 与 費 、 非 常 勤 教 員 給 与 費 、 教 職

員 福 利 厚 生 費 の 執 行 率 が 大 き く 増 加 し て い る 。 一 方 、 教 員 経 費 お よ び 学

生 経 費 の 執 行 率 は 大 き く 減 少 し て い る 。 こ の こ と か ら こ の 増 減 が 補 助 金

内 部 で の 配 分 に よ っ て も た ら さ れ た こ と が わ か る が 、 在 籍 学 生 数 に 単 価

を 乗 じ て 算 定 さ れ る 学 生 経 費 の 執 行 率 が 大 き く 減 少 し た こ と で 、 学 生 数

の 減 少 が 補 助 金 額 に 及 ぼ す 影 響 を 緩 和 さ せ た こ と が わ か る 。  

 

表 3－ 1  平 成 5 年 度 予 算 項 目 別 執 行 率 の 変 化  

     

積算率 執行率の変化    (％)

専任教員給 与費 1/2 55.0 → 57.5

専任職員給 与費 1/2 47.5 → 57.5

非常勤教員給与費 4/10 55.0 → 57.5

教職員福利厚生費 4/10 47.5 → 57.5

教 員 経 費 1/2 70.0 → 40.7

学 生 経 費 1/2 70.0 → 40.7

区　　　分

一
般
補
助

 
                  ※ 「 国 の 予 算 (各 年 度 版 )」 よ り 筆 者 作 成 。  
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３ ． 特 定 施 策 実 施 経 費 と 競 争 的 資 金 の 増 額  

 ま ず 、 特 定 施 策 実 施 経 費 は 昭 和 50 年 の 特 別 補 助 制 度 の 創 設 以 来 、 増

加 の 一 途 を 辿 っ て き た こ と は 先 に も 述 べ た が 、 平 成 に 入 っ て も そ の 傾 向

は 変 わ ら ず 、 平 成 5 年 に 教 育 ・ 研 究 関 係 費 を 追 い 越 す と 、 年 平 均 50 億

円 を 超 え る 勢 い で 増 加 し て い る 。と り わ け 平 成 6 年 度 以 降 の 増 加 は 著 し

く 、 さ ら に 平 成 14 年 度 に 高 度 化 推 進 特 別 補 助 制 度 が 創 設 さ れ る と 、 翌

年 度 に は つ い に 1 ,000 億 円 の 大 台 を 突 破 し た 。 た だ し 、 先 に も 述 べ た よ

う に 、 こ の 高 度 化 推 進 特 別 補 助 は 競 争 的 資 金 と し て の 意 味 合 い も 強 い 。

ま た 、 こ れ に 拍 車 を か け る よ う に 平 成 14 年 度 に 創 設 さ れ た の が 、 競 争

的 資 金 で あ る 。競 争 的 資 金 は 当 初 182 億 円 と い う 予 算 で ス タ ー ト し た が 、

翌 年 度 に は 334 億 円 と 約 150 億 円 も 増 加 し 、翌 年 は 449 億 円 と 特 定 施 策

実 施 経 費 の 増 加 額 を は る か に 凌 ぐ 勢 い で 増 加 し て い る (図 3－ 2 参 照 )。か

つ て 、 大 学 財 政 政 策 に お い て 、 こ れ ほ ど 短 期 間 に 政 府 予 算 が 増 額 さ れ た

の は 、 私 立 大 学 に 対 す る 経 常 費 補 助 が 開 始 さ れ た 当 初 以 来 で あ る 。 し か

し 、 そ の 意 味 合 い は ま っ た く 異 な り 、 こ れ を 機 に 競 争 化 が よ り 強 ま っ た

と み る こ と が で き る 。 こ れ を 受 け て 、 近 年 、 大 学 側 も こ の 競 争 的 資 金 の

獲 得 に 力 を 入 れ て お り 、 各 省 庁 所 管 の 競 争 的 資 金 を 含 む 外 部 資 金 の 獲 得

を 専 門 に 取 り 扱 う 部 署 や 人 材 を 配 置 す る と こ ろ も 増 え て い る 。  
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図３－２ 特定施策実施経費および競争的資金の動向

特定政策実施経費

競争的資金

 

※ 2 0 0 5 年 価 格    「 国 の 予 算 (各 年 度 版 )」よ り 筆 者 作 成 。  

４ ． 設 備 関 係 費 の 減 額  

 私 立 大 学 に 対 す る 設 備 関 係 の 補 助 は 、 専 ら 大 型 研 究 装 置 や 情 報 処 理 完

成 設 備 を 中 心 に 行 わ れ て き た 。し か し 、設 備 関 係 費 の 総 額 は 平 成 5 年 度

か ら し ば ら く 伸 び を 見 せ た が 、平 成 13 年 度 以 降 は 急 速 な 減 額 と な っ た 。

(図 3－ 3 参 照 )さ ら に 細 か な 項 目 別 に 予 算 額 を み る と 、研 究 装 置 や 情 報 通

信 装 置 が 大 き く 減 額 す る 一 方 、 耐 震 改 修 や バ リ ア フ リ ー の 推 進 と い っ た

防 災 機 能 の 強 化 項 目 が 増 加 し て い る こ と か ら 、 財 務 省 や 文 部 科 学 省 も 私

立 大 学 の 研 究 装 置 や 情 報 通 信 装 置 は 一 定 の 水 準 に 達 し た と 判 断 し 、 選 択

と 集 中 に よ っ て そ の 優 先 順 位 を 変 化 さ せ つ つ あ る 。 設 備 投 資 に 関 し て は

民 間 企 業 に お い て も そ う で あ る よ う に 景 気 の 影 響 に 左 右 さ れ る こ と も 多

く 、 バ ブ ル 経 済 崩 壊 に よ る 景 気 後 退 や 政 府 の 財 政 難 を 背 景 に 、 他 の 予 算

項 目 に 比 し て 減 額 の 対 象 に な り や す か っ た と 考 え ら れ る 。  
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図３－３ 設備関係費の動向

設備関係費

 

※ 2 0 0 5 年 価 格   「 国 の 予 算 (各 年 度 版 )」 よ り 筆 者 作 成 。 

               

第 ３ 節  私 立 大 学 関 係 財 政 支 出 の 構 造 変 化  

以 下 で は 、 (1 )教 職 員 人 件 費 (2 )教 育 研 究 経 費 (3 )特 定 施 策 実 施 経 費 (4 )設

備 関 係 費 (5 )競 争 的 資 金 の カ テ ゴ リ ー 別 に 予 算 額 の 相 対 的 な 比 較 に よ っ

て 、 私 立 大 学 関 係 支 出 の パ タ ー ン 変 化 を 読 み と る 。  

 

１ ． 私 立 大 学 関 係 財 政 支 出 パ タ ー ン の 歴 史 的 推 移  

  ま ず 、本 研 究 の 主 な 対 象 で あ る 1990 年 代 (平 成 2 年 )以 降 の 分 析 を 行

う 前 に 、そ れ 以 前 の 歴 史 的 推 移 に つ い て 概 観 す る 。第 1 章 に お い て 経 常

費 補 助 制 度 の 成 立 過 程 に つ い て 概 説 し た が 、 昭 和 45 年 の 創 設 当 初 に 形

成 さ れ た パ タ ー ン は 人 件 費 補 助 と 教 育 ・ 研 究 管 経 費 に 対 す る 補 助 、 つ ま

り (1 )教 職 員 人 件 費 (2 )教 育 研 究 経 費 が 中 心 に 位 置 し 、｢一 般 目 的 ・非 競 争
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的 ｣タ イ プ の 構 造 が 形 成 さ れ た 。そ の 後 、昭 和 45 年 に 私 立 大 学 等 経 常 費

補 助 金 特 別 補 助 制 度 が 創 設 さ れ る と 、徐 々 に (3 )特 定 施 策 実 施 経 費 が 増 額

さ れ 続 け た 。 ま た 、 政 府 予 算 に マ イ ナ ス シ ー リ ン グ が か か っ た 昭 和 59

年 度 予 算 で は 330 億 円 を 超 え る 減 額 が お こ な わ れ た が 、そ の ほ と ん ど が

(1 )教 職 員 人 件 費 (2 )教 育 研 究 経 費 を 中 心 と す る ｢一 般 目 的 ・ 非 競 争 的 ｣タ

イ プ で あ っ た 。 以 後 、 昭 和 の 時 代 が 63 年 の 幕 を 閉 じ 、 時 代 は 平 成 へ と

変 わ っ て も 、 (3 )特 定 施 策 実 施 経 費 の 増 額 、 (1 )教 職 員 人 件 費 (2 )教 育 研 究

経 費 は 減 額 も し く は 前 年 同 額 で 推 移 し 、(4 )設 備 関 係 費 が 大 型 研 究 装 置 や

設 備 を 補 助 す る と い っ た 特 定 目 的 化 の 進 行 と い う 構 図 で あ っ た 。 し か し

な が ら 、平 成 2 年 時 点 に お い て は 、金 額 的 ・ 政 策 的 観 点 か ら み て も 依 然

と し て ｢一 般 目 的 ・ 非 競 争 的 ｣タ イ プ が 私 立 大 学 関 係 支 出 の 主 流 で あ っ た

と い え よ う 。  
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２ ． 私 立 大 学 関 係 財 政 支 出 パ タ ー ン の 変 化  

 平 成 2 年 (1990 年 )度 か ら の パ タ ー ン 変 化 を 以 下 の 図 3－ 4 に 示 し た 。  

図 3－ 4   私 立 大 学 関 係 支 出 の パ タ ー ン 変 化  

(年度)

パターン カテゴリー 平成2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19

教育・研究関係経費 ○

教職員人件費 ○ ○ ○ ○

特定目的/非競争的 設備関係費 ○ ○ ○ ○ ○ ○

一般目的/競争的 特定施策実施経費 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

特定目的/競争的 競争的資金 ○ ○ ○

一般目的/非競争的

 

※「 ○ 」印 は 、予 算 が 対 前 年 度 比  1 0 億 円 以 上 増 加 し て い る こ と を 示 す 。図 ３ -１ を も と

に 筆 者 作 成 。  

 こ の 図 を 見 る と 、 特 に 顕 著 な の が 、 ｢一 般 目 的 ・ 非 競 争 的 ｣タ イ プ が 前

年 度 比 10 億 円 以 上 増 額 さ れ た の は わ ず か に ひ と つ し か な い の に 対 し て 、

｢一 般 目 的 ・ 競 争 的 ｣お よ び ｢特 定 目 的 ・ 競 争 的 ｣タ イ プ は 、 ほ ぼ 毎 年 の よ

う に 増 額 さ れ て い る こ と で あ る 。 つ ま り 、 ｢一 般 目 的 ・ 非 競 争 的 ｣が 主 流

で あ っ た 昭 和 40、 50 年 代 か ら 平 成 に な る と 本 格 的 に 「 特 定 目 的 化 」 が

進 行 し 、 さ ら に 平 成 14 年 度 か ら は 「 競 争 化 」 へ と パ タ ー ン 変 化 し て い

る こ と が わ か る 。 つ ま り 、 少 な い 資 源 を よ り 効 率 的 に 配 分 す る と い う こ
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と に 重 き を 置 い た 政 策 誘 導 的 な 項 目 で あ る (3 )特 定 施 策 実 施 経 費 や (5 )競

争 的 資 金 が 大 幅 に 増 額 さ れ 、 私 立 大 学 に 対 す る 財 政 支 出 も 自 主 性 と 安 定

か ら 効 率 性 と 競 争 と い っ た タ イ プ へ と 変 化 し て い っ た 。 加 え て 大 学 に 対

す る 社 会 貢 献 の 要 求 は よ り 強 く 求 め ら れ る よ う に な り 、 大 学 改 革 が 進 め

ら れ る よ う に な っ た 。 そ の 結 果 、 私 立 大 学 財 政 政 策 に も 市 場 原 理 の 導 入

や 競 争 的 資 源 配 分 が 導 入 さ れ 、 効 率 化 の 方 向 は 競 争 化 へ と シ フ ト し た と

い え よ う 。  

 

３ ． 私 立 大 学 関 係 財 政 支 出 の 構 造 変 化 の 要 因  

 以 下 に 平 成 19 年 度 に お け る 私 立 大 学 関 係 政 府 予 算 の 決 定 経 過 に つ い

て 概 観 す る 。  

 平 成 18 年 5 月 、政 府・与 党 は 基 礎 的 財 政 収 支 (プ ラ イ マ リ ー バ ラ ン ス )

均 衡 を 目 標 と し た 「 財 政 ・ 経 済 一 体 改 革 会 議 」 を 発 足 さ せ 「 経 済 財 政 運

営 と 構 造 改 革 に 関 す る 基 本 方 針 2006」 (以 下 基 本 方 針 2006 と い う )の と

り ま と め に 向 け た 論 議 を は じ め た 。そ の 中 で 文 教 予 算 に つ い て は 、｢子 ど

も の 数 の 減 少 及 び 教 員 の 給 与 構 造 改 革 を 反 映 し つ つ 、 こ れ ま で の 削 減 努

力 を 織 り 込 ん だ 伸 び に 抑 制 す る ｣と し 、検 討 項 目 案 の ひ と つ に 私 学 助 成 予

算 の 削 減 が 掲 げ ら れ た 。そ の 後 、私 学 助 成 予 算 は ｢定 員 割 れ 私 学 に つ い て

は 、 助 成 額 の さ ら な る 削 減 な ど 経 営 効 率 化 を 促 す 仕 組 み を 一 層 強 化 す る

と と も に 、 学 生 数 の 削 減 に 応 じ た 削 減 を 行 う こ と に よ り 、 施 設 設 備 に 対

す る 補 助 を 含 め た 各 年 度 の 予 算 額 を 名 目 値 で 対 前 年 度 比 マ イ ナ ス 1％

(年 率 )と す る こ と を 基 本 と す る ｣と さ れ 、財 政・経 済 一 体 改 革 会 議 お よ び

経 済 財 政 諮 問 会 議 に お け る 協 議 を 経 て「 基 本 方 針 2006」に 反 映 さ れ る こ

と と な っ た 。同 方 針 で は 、政 策 的 経 費 で あ る 一 般 歳 出 の 上 限 は 、平 成 18

年 度 当 初 予 算 （ 47 兆 5 ,430 億 円 ） よ り 0 .5％ 減 の 46 兆 8 ,000 億 円 と さ
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れ 、 財 務 省 で は 私 学 助 成 の 予 算 に 対 し て 「 限 ら れ た 資 金 を 有 効 に 活 用 す

る た め に 見 直 し の 余 地 が あ る 」と し て 、収 容 定 員 に 対 し て 在 籍 者 が 100％

未 満 と な っ て い る 大 学 に 対 し て 交 付 さ れ て い る 平 成 16 年 度 の 私 立 大 学

等 経 常 費 補 助 金 800 億 円 強 を 例 に 、効 率 的 な 配 分 と い え る か と い っ た 疑

問 が あ る と し て い る 。 以 上 の 観 点 か ら 私 学 助 成 の 配 分 方 式 の 見 直 し を 行

い ① 定 員 割 れ 大 学 へ の 補 助 金 交 付 額 を 一 層 減 額 す る よ う 調 整 係 数 を 見 直

す ② 数 年 間 、 定 員 割 れ の 状 況 が 継 続 す る 、 あ る い は 経 営 状 況 の 改 善 が 見

ら れ な い 大 学 に つ い て は 助 成 額 の 更 な る 減 額 ・ 停 止 等 を 行 う ③ 経 営 改 善

を 行 う 大 学 で 、 そ の 改 善 計 画 が 合 理 的 な 場 合 に は 、 合 理 化 に 伴 う 助 成 額

減 額 を 一 定 程 度 ・ 一 定 期 間 猶 予 す る 等 の メ リ ッ ト を 付 与 す る ④ 特 別 補 助

の 趣 旨 に か ん が み 、大 半 の 大 学 に 配 分 さ れ る よ う な プ ロ グ ラ ム は 廃 止 し 、

真 に 先 進 的 ・ 意 欲 的 な 取 り 組 み の み を 対 象 と す る な ど 交 付 要 件 の 見 直 し

を 行 う ⑤ 大 学 の 規 模 等 に 応 じ て 一 般 補 助 と 特 別 補 助 の 組 み 合 わ せ に 、 一

定 の パ タ ー ン を 設 け る な ど の 方 策 が 指 摘 さ れ た 。 そ の 後 、 文 部 科 学 省 は

財 務 省 か ら の 指 摘 、「 基 本 方 針 2006」 等 を 踏 ま え 、 予 算 概 算 要 求 に つ い

て 自 由 民 主 党 の 文 部 科 学 部 会 ・ 文 教 制 度 調 査 会 合 同 会 議 に お い て 説 明 、

了 承 ・ 決 定 の 後 、 財 務 省 へ 提 出 す る こ と と な る 。  

 平 成 19 年 度 予 算 に お い て 、 特 別 補 助 制 度 創 設 以 来 の 大 改 編 が あ っ た

こ と は 第 2 章 で 述 べ た が 、そ の 内 容 は 財 務 省 の 指 摘 を 驚 く ほ ど 反 映 さ せ

た も の で あ っ た 。 こ の こ と か ら も 、 今 日 の 私 立 大 学 に 対 す る 財 政 支 出 構

造 の 変 化 を 促 進 し た の は バ ブ ル 経 済 の 崩 壊 と 政 府 財 政 の 悪 化 を 事 由 と し

た 、 基 礎 的 財 政 収 支 優 先 の 予 算 配 分 で あ っ た と 考 え る こ と が で き る 。  
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第 ４ 節  財 政 支 出 の 構 造 変 化 と 私 立 大 学 財 政 の 動 向  

  

１ ． 私 立 大 学 の 財 務 と 収 支 構 造  

私 立 大 学 の 財 政 に つ い て 検 証 す る た め に は 、 企 業 に お け る 決 算 書 と 同

様 に 各 大 学 が 作 成 す る 財 務 計 算 書 類 を 読 み 解 く 必 要 が あ る た め 、 こ こ で

は 、 ま ず 私 立 大 学 の 財 務 に つ い て 概 説 す る 。 私 立 大 学 の 財 務 に は 学 校 法

人 会 計 基 準 (昭 和 46 年 文 部 省 令 第 18 号 )が 適 用 さ れ て い る が 、 こ の 会 計

基 準 は 私 立 大 学 の 経 常 費 助 成 に あ わ せ て 公 布 さ れ た も の で 、 経 常 費 補 助

金 の 交 付 を 受 け る 大 学 は こ れ に 従 っ た 適 正 な 会 計 処 理 が 求 め ら れ る と 同

時 に 、 資 金 収 支 計 算 書 と そ の 内 訳 表 、 消 費 収 支 計 算 書 と そ の 内 訳 表 お よ

び 貸 借 対 照 表 と そ の 内 訳 表 を 文 部 科 学 大 臣 に 届 け 出 な く て は な ら な い 。

資 金 収 支 計 算 書 は 当 該 会 計 年 度 に 行 っ た 教 育 研 究 等 の 諸 活 動 に 対 応 し て

生 ず る す べ て の 資 金 収 入 お よ び 支 出 に つ い て 、 そ の 顛 末 を 明 ら か に す る

も の で あ り 、 学 校 法 人 計 算 書 類 記 載 要 領 (昭 和 46 年 学 校 法 人 財 務 基 準 調

査 研 究 会 )に よ る と 資 金 収 支 計 算 書 の 収 入 は ① 学 生・生 徒 等 納 付 金 収 入 ②

手 数 料 収 入 ③ 寄 付 金 収 入 ④ 補 助 金 収 入 ⑤ 資 産 運 用 収 入 ⑥ 資 産 売 却 収 入 ⑦

事 業 収 入 ⑧ 雑 収 入 ⑨ 借 入 金 収 入 ⑩ 前 受 金 収 入 ⑪ そ の 他 の 収 入 か ら 構 成 さ

れ 、 資 金 収 入 調 整 勘 定 で 当 該 会 計 期 間 に 収 入 が な か っ た 金 額 を 控 除 し て

記 載 す る こ と と さ れ て い る 。 一 方 、 支 出 は ① 人 件 費 支 出 ② 教 育 研 究 経 費

支 出 ③ 管 理 経 費 支 出 ④ 借 入 金 利 息 支 出 ⑤ 借 入 金 返 済 支 出 ⑥ 施 設 関 係 支 出

⑦ 設 備 関 係 支 出 ⑧ 資 産 運 用 支 出 ⑨ そ の 他 の 支 出 か ら 構 成 さ れ 、 資 金 支 出

調 整 勘 定 で 当 該 会 計 期 間 に 支 出 が な か っ た 金 額 を 控 除 し て 記 載 す る こ と

と さ れ て い る 。  

次 に 消 費 収 支 計 算 書 は 会 計 年 度 中 の 消 費 収 入 お よ び 消 費 支 出 の 内 容

を 明 ら か に し 、 消 費 収 支 の 均 衡 が 保 た れ て い る か 否 か を 計 算 す る も の で
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あ り 、 資 金 収 支 計 算 書 と 同 様 に 学 校 法 人 計 算 書 類 記 載 要 領 に よ る と 、 消

費 収 支 計 算 書 の 収 入 は ① 学 生 ・ 生 徒 等 納 付 金 収 入 ② 手 数 料 収 入 ③ 寄 付 金

収 入 ④ 補 助 金 収 入 ⑤ 資 産 運 用 収 入 ⑥ 資 産 売 却 差 額 ⑦ 事 業 収 入 ⑧ 雑 収 入 か

ら 構 成 さ れ 、 こ れ ら 学 校 法 人 に 帰 属 す る 収 入 か ら 、 学 校 法 人 が そ の 諸 活

動 の 計 画 に 基 づ き 必 要 な 資 産 を 継 続 的 に 保 持 す る た め に 維 持 す べ き も の

と す る 基 本 金 へ の 組 入 額 を 控 除 す る こ と と さ れ て い る 。 一 方 、 支 出 は ①

人 件 費 ② 教 育 研 究 経 費 ③ 管 理 経 費 ④ 借 入 金 利 息 ⑤ 資 産 処 分 差 額 ⑥ 徴 収 不

能 額 か ら 構 成 さ れ て お り 、 教 育 ・ 管 理 経 費 と も に 減 価 償 却 費 を 記 載 す る

こ と と さ れ て い る 。  

最 後 に 貸 借 対 照 表 は 一 定 時 点 に お け る 資 産 お よ び 負 債 、 基 本 金 、 消 費

収 支 差 額 等 の 内 容 お よ び 残 高 を 明 ら か に し 、 私 立 大 学 の 財 政 状 況 を 示 す

も の で あ る 。 ま た 、 そ の 内 訳 表 と は 其 々 の 財 務 計 算 書 に 記 載 さ れ た 決 算

の 額 を 部 門 (学 校 )ご と に 区 分 し て 表 示 す る も の で あ る 。  

 そ し て こ れ ら 財 務 計 算 書 類 か ら み え る 私 立 大 学 の 収 支 構 造 は 、 以 下 の

図 3－ 5 に 示 し た よ う に 支 出 の 増 加 に 対 応 し て 収 入 の 増 加 を 図 る こ と が

難 し い 非 弾 力 的 な も の と な っ て い る 。 こ れ は 基 本 的 に 学 生 ・ 生 徒 等 納 付

金 や 寄 付 金 、 補 助 金 な ど で 収 入 が 構 成 さ れ て い る こ と に 加 え 、 支 出 も 人

件 費 や 教 育 ・ 研 究 経 費 な ど と い っ た い ず れ も 非 弾 力 的 な 科 目 で 構 成 さ れ

て い る こ と に 起 因 し て い る が 、 言 い 換 え る と 入 学 者 の 減 少 に よ る 学 生 ・

生 徒 等 納 付 金 や 補 助 金 の 減 少 が 私 立 大 学 の 収 支 構 造 に 与 え る 影 響 は 非 常

に 大 き い と 言 え る 。  
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図 3－ 5   私 立 大 学 の 収 支 構 造  

①学生・生徒等納付金収入 土地・建物 基本金
②手数料収入 機器備品 として
③寄付金収入 図書等 控除 支出超過
④補助金収入 ①人件費 収入超過
⑤資産運用収入 ②教育研究経費
⑥資産売却差額 ③管理経費
⑦事業収入 ④借入金利息
⑧雑収入 など

　 収支差額

借入金収入・前受金収入など

総
支
出

帰
属
収
入

消
費
収
入

消
費
支
出

総
収
入

 

                           ※ 筆 者 作 成  

２ ． 教 育 資 源 調 達 ル ー ト の 多 様 化  

 平 成 19 年 度 、医・歯 科 系 の 大 学 を 除 く 、私 立 大 学 全 体 の 帰 属 収 入 は 3

兆 5 ,370 億 円 に 達 し て お り 、 全 体 と し て は 上 昇 し て い る ( 6 )。 丸 山 (1999 )

は 収 入 要 素 変 化 率 を 用 い て 1961 年 か ら 1996 年 ま で の 私 立 大 学 の 財 政 状

況 を 分 析 し て い る 数 少 な い 研 究 で あ る が 、 分 析 の 結 果 、 私 立 大 学 の 収 入

増 の 要 因 を 第 一 は ｢大 学 設 置 基 準 ｣で 定 め ら れ た 定 員 以 上 に 入 学 者 を 許 可

す る い わ ゆ る 水 増 し 入 学 。第 二 に 学 生 1 人 あ た り の 授 業 料 や 納 付 金 の 値

上 げ 。 第 三 に 国 庫 補 助 金 へ の 期 待 、 と し て い る 。 そ し て 、 こ の よ う な 収

入 の 増 減 を 基 準 に 1960 年 か ら 1983 年 ま で の 期 間 を 以 下 の 4 つ に 区 分 し

て い る 。「 第 一 期 (1960～ 69 年 )」「 第 二 期 (1970～ 74 年 )」「 第 三 期 (1975

～ 79 年 )」「 第 四 期 (1980～ 96 年 )」 ( 7 )。ま た 黒 羽 (1993 )は 私 学 助 成 政 策 に

よ る 私 立 大 学 財 政 状 況 の 変 化 と い う 視 座 か ら 昭 和 53 年 度 ～ 63 年 度 ま で

の 消 費 収 支 計 算 書 お よ び 貸 借 対 照 表 に お け る 構 成 比 の 趨 勢 に つ い て 分 析

し て い る ( 8 )。  
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本 研 究 で は 、 こ れ ら の 先 行 研 究 を 参 考 に し て 「 特 定 目 的 化 」 が 進 行 し

つ つ 、 加 え て 「 競 争 化 」 へ と パ タ ー ン 変 化 し た 、 平 成 14 年 度 以 降 の 私

立 大 学 に お け る 教 育 資 源 調 達 (収 入 )ル ー ト の 変 化 に つ い て 分 析 す る 。 な

お 、 こ こ で は 資 料 と し て 、 私 学 事 業 団 が 発 行 し て い る � 『 今 日 の 私 学 財

政 』 の 大 学 法 人 の 数 値 を 用 い た 。 こ の 数 値 は 全 大 学 法 人 (医 歯 系 を 除 く )

の 91 .7％ に あ た る 487 法 人 (医 歯 系 を 含 め る と 99 .2％ に あ た る 527 法 人

を 集 計 し て い る )の 平 均 値 で あ る 。医 歯 系 の 大 学 法 人 を 除 い た の は 、付 属

病 院 等 が 財 政 に 及 ぼ す 特 殊 な 影 響 を 極 力 排 除 す る た め で あ る 。  

 ま ず 、「 競 争 化 」が 本 格 化 し た 平 成 14 年 度 以 降 の 大 学 法 人 (医 歯 系 法 人

を 除 く )の 消 費 収 入 の 構 成 比 の 変 化 を 以 下 に 示 し た 。  
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80.0 

平成１４年 平成１５年 平成１６年 平成１７年 平成１８年 平成１９年

％

図３－６ 消費収入における構成比(１)

学生生徒納付金収入

補助金収入

手数料収入

雑収入

 

※ 2 0 0 5 年 価 格  日 本 私 立 学 校 振 興 ・ 共 済 事 業 団 「 今 日 の 私 学 財 政 (各 年 度 版 )」 よ り 筆 者  

作 成 。  

図 3－ 6 か ら も わ か る よ う に 、 丸 山 (1999 )が 指 摘 し た 3 つ の 収 入 増 の
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要 因 す な わ ち 、 授 業 料 や 納 付 金 の 値 上 げ と 国 庫 補 助 金 の 構 成 比 率 は 平 成

14 年 度 以 降 、横 ば い も し く は 漸 減 し て い る こ と が わ か る 。そ し て 定 員 以

上 に 入 学 者 を 許 可 す る い わ ゆ る 水 増 し 入 学 に つ い て も 、第 1 章 で 述 べ た

よ う に 、 経 常 費 補 助 制 度 を 政 策 手 段 と し た 文 部 科 学 省 の 政 策 に よ り 、 平

成 19 年 度 は や や 増 加 し た も の の 、志 願 倍 率 と と も に 減 少 傾 向 に あ る 。(図

3－ 7 参 照 )  

 図 ３ － ７    私 立 大 学 の 志 願 倍 率 と 充 足 率  

   (倍 )                                   (％ )  

                  出 典 ： 日 本 私 立 学 校 振 興 ・ 共 済 事 業 団       

｢平 成 1 9 ( 2 0 0 7 )年 度 私 立 大 学・短 期 大 学 等 入 学 志 願 動 向 ｣ p . 1 7。 

こ れ に 代 わ っ て 、 消 費 収 入 の 構 成 比 を 変 化 さ せ て い る の は 、 図 3－ 8

に 示 し た よ う に ① 寄 付 金 ② 資 産 運 用 収 入 及 び 資 産 処 分 差 額 ③ 事 業 収 入 と

い っ た 科 目 で あ る 。  
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図３－８ 消費収入における構成比(２)

寄付金収入

資産運用収入

資産売却差額

事業収入

 

※ 2 0 0 5 年 価 格  日 本 私 立 学 校 振 興 ・ 共 済 事 業 団 「 今 日 の 私 学 財 政 (各 年 度 版 )」 よ り 筆 者  

作 成 。  

こ れ ら 科 目 の 内 訳 を さ ら に 詳 し く み て み る と 、寄 付 金 収 入 は (1 )一 般 寄

付 金 (2 )特 別 寄 付 金 (3 )現 物 寄 付 か ら 構 成 さ れ て い る が 、 特 に 増 加 し て い

る の は 、 特 別 寄 付 金 と 現 物 寄 付 で あ る 。 一 般 寄 付 金 と の 違 い は 、 一 般 寄

付 は 寄 付 金 の 使 途 が 限 定 さ れ ず 、 大 学 が 自 由 に そ の 使 途 を 決 定 で き る も

の で あ る の に 対 し て 、 特 別 寄 付 は 、 寄 付 者 に よ っ て そ の 使 途 を 限 定 さ れ

た も の で あ り 、 例 え ば 記 念 館 の 建 設 や 特 定 の 研 究 分 野 の 発 展 に 資 す る と

い っ た も の で あ る 。 現 物 寄 付 は そ の 名 の 通 り 、 金 銭 で は な く 、 図 書 や 絵

画 、 機 械 や 装 置 と い っ た 現 物 を 寄 付 す る も の で あ る 。  

 次 に 資 産 運 用 収 入 及 び 資 産 処 分 差 額 は (1 )奨 学 基 金 の 運 用 収 入 (2 )受 取

利 息・配 当 金 (3 )施 設 設 備 利 用 料 な ど で 構 成 さ れ て い る 。ま た 資 産 処 分 差

額 は 大 学 が 保 有 す る 資 産 を 売 却 し た 時 に 発 生 す る 利 益 か ら 減 価 償 却 費 を

差 し 引 い た 、 い わ ゆ る 純 利 益 の こ と で あ る 。 こ れ ら の 中 で 特 に 増 加 し て

い る の は 、 奨 学 基 金 の 運 用 収 入 と 受 取 利 息 ・ 配 当 金 で あ る 。 こ れ は 、 私
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立 大 学 が 今 後 の 厳 し い 財 政 に 備 え 、 株 や 債 券 と い っ た 有 価 証 券 等 に よ る

効 率 的 な 資 産 運 用 を 積 極 的 に 行 っ て い る こ と が わ か る 。 し か し 、 当 然 の

こ と な が ら 、 資 産 運 用 に は リ ス ク も 伴 う こ と と な り 、 こ う い っ た 状 況 を

か ん が み 、 金 子 (2008)は 「 高 等 教 育 と 金 融 市 場 が 不 可 分 に な っ て い る 」

と い う 問 題 を 指 摘 し て い る ( 9 )。 ま た 、 施 設 設 備 利 用 料 は 、 大 学 の 施 設 設

備 を 一 般 に 貸 し 出 す な ど し て そ の 利 用 料 を 徴 収 す る も の で 、 近 年 多 く の

大 学 が 実 施 し て い る 。  

 最 後 に 事 業 収 入 は (1 )補 助 活 動 収 入 (2 )附 属 事 業 収 入 (3 )受 託 事 業 収 入

(4 )収 益 事 業 収 入 な ど か ら 構 成 さ れ て い る 。ま ず 、そ れ ぞ れ を 概 説 す る と

(1 )補 助 活 動 収 入 は 食 堂 、売 店 、寄 宿 舎 等 教 育 活 動 に 付 随 す る 活 動 に 係 る

収 入 で あ る 。 (2 )附 属 事 業 収 入 は 附 属 機 関 (病 院 ・ 研 究 所 な ど )の 収 入 で あ

り 、医 学 部 を 持 ち 附 属 病 院 等 が あ る 大 学 は 必 然 的 に 大 き く な る 。(3 )受 託

事 業 収 入 は 民 間 や 地 方 公 共 団 体 等 か ら 委 託 を 受 け て 行 わ れ た 研 究 等 に よ

る 収 入 で あ る 。 収 益 事 業 収 入 は 収 益 事 業 会 計 か ら の 繰 入 金 に よ る 収 入 で

あ る 。 こ の 収 益 事 業 に つ い て は さ ら に 3 つ の 形 態 に 分 け ら れ る 。 a)私 立

学 校 法 上 の 収 益 事 業 b)法 人 税 法 上 の 収 益 事 業 c )事 業 法 人 (株 式 会 社 な ど )

設 立 に よ る 収 益 事 業 で あ る 。 こ れ ら の 中 で 特 に 増 加 し て い る の は 、 受 託

事 業 収 入 と 収 益 事 業 収 入 で あ り 、 と も に 外 部 資 金 の 獲 得 が 主 な 目 的 の 一

つ と さ れ る 。 具 体 的 に は 、 受 託 事 業 は 積 極 的 に 民 間 企 業 や 地 方 公 共 団 体

と の 受 託 研 究 や 共 同 研 究 を 推 進 し 、 研 究 に か か る 経 費 や 人 件 費 を 外 部 資

金 で 賄 お う と す る も の で 、 こ の よ う な 取 り 組 み は 、 政 府 の 産 官 学 連 携 の

推 進 政 策 も あ っ て 近 年 、 大 き く の 大 学 が 参 画 し て い る 。 収 益 事 業 に つ い

て は 、私 立 学 校 法 第 26 条 第 1 項 で 、「 学 校 法 人 は 、そ の 設 置 す る 私 立 学

校 の 教 育 に 支 障 の な い 限 り 、 そ の 収 益 を 私 立 学 校 の 経 営 に 充 て る た め 、

収 益 を 目 的 と す る 事 業 を 行 う こ と が で き る 」 と 定 め ら れ て お り 、 学 生 生



 65

徒 納 付 金 依 存 体 質 か ら の 脱 却 と い う 観 点 か ら 、 近 年 多 く の 大 学 が 積 極 的

に 取 り 組 ん で い る ( 1 0 )。  

 こ の よ う に 平 成 14 年 以 降 の 私 立 大 学 の 教 育 資 源 調 達 (収 入 )の ル ー ト

は 多 様 化 し て い る 。 こ う い っ た 動 向 の 背 景 に は 、 私 立 大 学 の 中 に も 政 府

や 学 生 生 徒 等 納 付 金 へ の 依 存 を 軽 減 す る 必 要 が あ る と い う こ と を 認 識 す

る と こ ろ が 出 て き て お り 、 そ こ で 明 ら か に な り つ つ あ る の は 、 そ の た め

に は 多 様 な ル ー ト に よ る 財 源 の 調 達 以 外 に な い と い う こ と で あ る 。  
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終 章  本 研 究 の 結 論 と 今 後 の 課 題  

 

こ の 章 で は 本 研 究 に お け る 分 析 の 結 果 を 整 理 し （ 第 1 節 ）、 最 後 に 今

後 の 分 析 課 題 を 探 る （ 第 2 節 ）。  

 

第 １ 節   本 研 究 の 結 論 と 含 意  

本 研 究 で は 、 第 2 章 で 示 し た 枠 組 み に 基 づ い て 、 1990（ 平 成 2） 年 以

降 の 政 策 手 段 と し て の 私 立 大 学 に 対 す る 財 政 支 出 の 構 造 変 化 を 描 き 出 す

こ と が で き た 。 こ れ ま で 市 場 化 や 自 由 化 と い っ た 大 き な 括 り で 議 論 さ れ

る こ と が 多 か っ た 私 立 大 学 関 係 支 出 の 予 算 項 目 を 機 能 別 と い う 観 点 か ら

(1 )教 職 員 人 件 費 (2 )教 育 研 究 経 費 (3 )特 定 施 策 実 施 経 費 (4 )設 備 関 係 費 (5 )

競 争 的 資 金 と い う 5 つ の カ テ ゴ リ ー に 分 類 し 、そ の 変 遷 を 辿 っ た 。そ し

て 、そ こ に は 特 定 目 的 化 と 競 争 化 と い う 2 つ の 方 向 性 が あ る こ と を 明 示

的 に 分 離 し 、 そ れ ら を 枠 組 み の 一 部 と し て 私 立 大 学 に 対 す る 財 政 支 出 に

お け る 構 造 変 化 を 具 体 的 な 数 値 に よ っ て 分 節 化 し た 。 そ こ に 本 研 究 の 目

的 が あ っ た 。 加 え て ① 一 般 目 的 ・ 非 競 争 的 ② 特 定 目 的 ・ 非 競 争 的 ③ 一 般

目 的 ・ 競 争 的 ④ 特 定 目 的 ・ 競 争 的 と い う 志 向 性 、 タ イ プ を 設 定 す る こ と

に よ っ て 、 私 立 大 学 関 係 支 出 の 多 様 性 を 示 す と 同 時 に 経 済 社 会 の 状 況 や

政 府 の 政 策 な ど と 関 連 づ け て 描 き 出 す こ と が で き た 。 こ れ に よ り 今 日 の

私 立 大 学 に 対 す る 財 政 政 策 の 特 徴 を 歴 史 的 に 位 置 づ け る こ と が で き た と

考 え る 。 そ の 結 果 か ら 、 以 下 の よ う な こ と が 明 ら か と な っ た 。  

① 文 部 科 学 省 は 、 私 立 大 学 の 教 育 ・ 研 究 に か か る 経 常 的 経 費 お よ び 教

職 員 人 件 費 の 補 助 を 目 的 と し て 創 設 さ れ た 経 常 費 補 助 制 度 を 中 心 と し た

財 政 支 出 を 政 策 手 段 と し て 、実 質 的 に 私 立 大 学 を コ ン ト ロ ー ル し て き た 。 

② 1990 年 (平 成 2 年 )代 以 降 、わ が 国 の 私 立 大 学 に 対 す る 高 等 教 育 資 源
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の 配 分 は ｢一 般 目 的 ｣か ら 「 特 定 目 的 」 へ と 変 化 し た 。 そ の 結 果 、 私 立 大

学 関 係 財 政 支 出 で は 、 特 定 施 策 実 施 経 費 が 継 続 的 に 増 加 し た 。  

③ そ の 後 、 平 成 14 年 度 を 機 に 私 立 大 学 に 対 す る 財 政 支 出 は 「 特 定 目

的 」 化 に 加 え て 「 競 争 化 」 へ と 大 き く 構 造 変 化 し 、 そ の 結 果 、 私 立 大 学

関 係 財 政 支 出 で は 、 上 記 ② に 加 え 、 競 争 的 資 金 が 創 設 さ れ 、 そ の 後 も 継

続 的 に 増 加 し た 。 他 方 、 私 立 大 学 は 政 府 補 助 金 へ の 依 存 を 軽 減 す る 必 要

が あ る と い う 認 識 か ら 教 育 資 源 調 達 (収 入 )の 多 様 化 と い う 道 を 選 択 し て

い る 。  

④ 今 日 の 私 立 大 学 に 対 す る 財 政 政 策 は 、 財 政 悪 化 を 事 由 と し た 経 済 財

政 の プ ラ イ マ リ ー バ ラ ン ス を 優 先 さ せ た 、 財 務 省 主 導 に よ る 「 補 助 金 の

効 率 化 」 路 線 に よ り 、 大 学 の 自 主 性 と 安 定 性 を 図 る こ と を 主 た る 目 的 と

し た 経 常 的 経 費 に 対 す る 財 政 支 出 の さ ら な る 削 減 と い う 方 向 に 向 か っ て

い る 。  

 こ こ で 、 本 研 究 の 枠 組 み の 外 に あ る も の と し て 指 摘 し て お か な く て は

な ら な い も の が あ る 。本 研 究 で は 1990 年 (平 成 2 年 )代 以 降 の 私 立 大 学 に

対 す る 財 政 支 出 の 構 造 と 変 遷 、 つ ま り 形 成 と 変 化 を 詳 し く 捉 え る こ と に

重 き を 置 い た た め 、 そ の 変 化 が ど の よ う な メ カ ニ ズ ム で 起 こ る の か と い

う 点 で は 、 不 十 分 な 考 察 し か 行 わ な か っ た 。 そ れ は 本 研 究 の 分 析 枠 組 み

が 、 基 本 的 に は 、 私 立 大 学 に 対 す る 財 政 支 出 の 構 造 を 捉 え 、 構 造 変 化 を

記 述 す る た め の 解 釈 枠 組 み で あ り 、 変 動 の メ カ ニ ズ ム を 解 明 す る 枠 組 み

で は な か っ た た め で あ る 。 例 え ば 、 教 職 員 人 件 費 の 予 算 額 と 設 備 関 係 費

と 競 争 的 資 金 の 予 算 額 と の 相 対 的 な 変 化 は 、 変 化 そ の も の を 自 主 性 や 効

率 性 と い う 枠 組 み で 解 釈 す る こ と は で き る が 、 そ の 変 化 が 生 じ た 要 因 に

は 、 経 済 財 政 状 況 を は じ め 、 政 治 、 産 業 界 、 私 学 関 係 団 体 に お け る や り

と り と い っ た 、 様 々 な 要 因 が 複 雑 に 絡 ん で い る が 、 そ れ ら は 本 研 究 の 枠
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組 み の 外 に あ っ た 。 だ が 、 本 研 究 と そ う し た 変 動 の メ カ ニ ズ ム の 枠 組 み

と は 深 い 関 係 が あ り 、 そ れ を 統 合 す る 視 点 も 必 要 で あ る 。  

ま た 、 分 析 対 象 そ の も の と し て 次 に 述 べ る よ う な 残 さ れ た 課 題 を 指 摘

で き る 。  

 

第 ２ 節  残 さ れ た 課 題  

  

１ ． 私 立 大 学 に 対 す る 財 政 政 策 の 転 換  

 こ れ ま で の 検 討 か ら 見 え て く る 今 日 の 私 立 大 学 に 対 す る 財 政 政 策 は 端

的 に 言 っ て 競 争 化 の 方 向 へ の 効 率 性 重 視 の 財 政 政 策 で あ る 。 平 成 20 年

度 予 算 に お い て は 教 職 員 人 件 費 や 教 育 ・ 研 究 関 係 費 、 設 備 関 係 費 の み な

ら ず 、 昭 和 50 年 度 以 降 、 増 加 し 続 け て き た 特 定 施 策 実 施 経 費 も 減 額 さ

れ 、 増 加 し た の は 競 争 的 資 金 の み で あ る 。 こ の こ と か ら も 、 今 後 ま す ま

す 評 価 に 基 づ く 選 択 的 資 源 配 分 は 強 く な る こ と が 考 え ら れ る 。 こ の 著 し

い 競 争 化 へ の 変 化 に 伴 っ て 、 も は や 私 立 大 学 の 教 育 ・ 研 究 に か か る 経 常

的 経 費 に 対 す る 補 助 を 中 心 と し た 構 造 は 終 焉 し つ つ あ る と い っ て も 過 言

で は な い 。 さ ら に は 国 立 大 学 や 公 立 大 学 に 対 す る 大 学 財 政 政 策 全 体 の 枠

組 み そ の も の が 転 換 の 時 に あ る 。こ れ ら 課 題 認 識 の も と 以 下 に 2 つ の 視

点 か ら 今 後 の 課 題 を 挙 げ た い 。  

 

２ ． 政 府 の 役 割 と 機 能  

 ま ず 、 政 府 の 私 立 大 学 に 対 す る 財 政 政 策 に お け る 役 割 や 機 能 に つ い て

の 体 系 的 な 検 討 、 こ れ に は 本 研 究 で は 対 象 と し な か っ た 奨 学 金 や 税 制 度

の 優 遇 と い っ た 家 計 に 対 す る 直 接 補 助 も 含 め て の 検 討 が 必 要 で あ ろ う 。  

1990 年 代 の 著 し い 競 争 化 の 変 化 は 政 府 の 役 割 そ の も の に 大 き な 変 化
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を も た ら す も の で あ り 、 こ れ ま で の 政 策 誘 導 的 に 傾 斜 配 分 す る と い う や

り 方 は 、 政 府 が 社 会 の 要 求 を 媒 介 す る 手 段 と し て は 比 較 的 や り や す い 手

段 で あ っ た と 言 え よ う 。 し か し な が ら 現 在 の 競 争 化 の 中 に あ っ て は 、 政

府 の 関 与 の 仕 方 は 、 間 接 的 な も の に な ら ざ る を 得 な い 。 む し ろ 政 府 の 役

割 と し て は 、 プ ロ グ ラ ム の 採 択 や 評 価 と い っ た 競 争 的 な メ カ ニ ズ ム が 機

能 す る た め の 制 度 に 関 与 す る と い っ た こ と が 重 要 と な る 。 例 え ば 、 採 択

さ れ た プ ロ グ ラ ム 管 理 を 一 元 的 に 行 な え る PO  (プ ロ グ ラ ム オ フ ィ サ

ー )等 の 必 要 性 が 強 ま る で あ ろ う 。現 在 、わ が 国 で は 欧 米 諸 国 に 比 し て 優

秀 な PO の 不 在 が 顕 在 化 し て き て い る 。 こ の よ う に 、 今 後 の 私 立 大 学 に

対 す る 財 政 政 策 に お け る 政 府 の 役 割 や 機 能 に つ い て の 検 討 が ひ と つ で あ

る 。  

 

３ ． 私 立 大 学 の 役 割 と 機 能  

 次 に 、 こ の 著 し い 競 争 化 は 私 立 大 学 の 組 織 そ の も の の 構 造 変 化 を 余 儀

な く す る と 同 時 に 、す で に 流 動 化 と い っ た 変 化 の 中 に あ る と い っ て よ い 。

そ れ ゆ え 大 学 の 予 算 や 学 内 で の 資 源 配 分 と い っ た 面 か ら の 再 検 討 が 不 可

欠 で あ ろ う 。第 3 章 で 指 摘 し た よ う に 私 立 大 学 の 教 育 資 源 調 達 ル ー ト は

多 様 化 し 、 収 支 構 造 が ア メ リ カ の 大 学 化 す る こ と に よ っ て 、 大 学 内 の 予

算 配 分 も 、 評 価 に よ る イ ン セ ン テ ィ ブ を 持 た せ た も の が 強 く な っ て い く

こ と が 考 え ら れ る 。 他 方 、 競 争 的 資 金 の 増 加 に よ っ て 私 立 大 学 間 の 格 差

の 問 題 が 出 て く る 。 採 択 制 項 目 の 申 請 件 数 や 採 択 結 果 を 見 て み る と 、 例

年 あ る 程 度 の 実 績 を 残 し て い る 大 学 と 全 く 採 択 さ れ た こ と の な い 大 学 と

が 二 極 化 し つ つ あ る 。 そ の 要 因 と し て は 、 ま ず 地 方 大 学 と 都 市 部 大 学 と

の 差 が あ る 。 近 年 、 採 択 制 の 項 目 は 変 化 が 激 し く 地 方 の 大 学 、 と り わ け

小 規 模 大 学 は そ れ に 対 応 で き な い と い う の が 現 状 で あ る 。 結 果 と し て 都
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市 部 か ら 離 れ れ ば 離 れ る ほ ど 情 報 は 少 な く な り 、 と り わ け 審 査 基 準 等 の

ノ ウ ハ ウ を 要 す る 部 分 に 関 し て は 、 か な り の 格 差 が 出 て い る 。 ま た 大 学

側 の 認 識 や 対 応 に も 大 き な 差 が あ る 。  

従 来 は 大 学 の 教 育 ・ 研 究 と 財 政 は 切 り 離 さ れ て 捉 え ら れ る こ と が 多 か

っ た が 、 大 学 に 対 す る 財 政 政 策 自 体 が 転 機 を む か え て い る 今 日 で は 切 り

離 せ な い 関 係 と な っ て い る 。 ゆ え に 財 政 政 策 に お け る 競 争 化 と 効 率 化 が

私 立 大 学 に 及 ぼ す 影 響 と 、 そ れ に よ っ て 、 私 立 大 学 の 役 割 と 機 能 が ど う

変 化 し て い く の か を 改 め て 体 系 的 に 検 討 す る 必 要 が あ る と 言 え よ う 。  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 註 】  

本 稿 は 、 斉 藤  真 『 私 立 大 学 に 対 す る 財 政 政 策 に 関 す る 実 証 的 研 究 －

政 府 財 政 支 出 の 構 造 と 変 容 － 』 (2009 年 度 九 州 大 学 大 学 院 人 間 環 境 学 府

教 育 シ ス テ ム 専 攻 修 士 論 文 )を 加 筆 修 正 し た も の で あ る 。  
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【 資 料 一 覧 】  

(単位：円)

教職員人件費 教育・研究経費 特定政策実施経費 設備関係費 競争的資金

平成元年 194,729,288 48,516,156 25,047,906 10,574,200 －

平成2年 188,854,050 47,923,050 27,875,400 10,290,000 －

平成3年 183,574,528 47,404,032 31,114,240 10,496,000 －

平成4年 180,120,528 47,316,528 34,794,144 10,886,400 －

平成5年 197,029,900 27,501,800 39,690,550 10,945,000 －

平成6年 196,211,648 27,683,744 47,267,808 11,308,800 －

平成7年 196,260,330 28,111,314 54,296,256 11,928,000 －

平成8年 195,245,820 29,609,910 59,818,770 15,840,000 －

平成9年 190,746,681 30,240,552 64,916,217 18,391,620 －

平成10年 188,294,240 29,743,953 67,275,157 21,805,850 －

平成11年 188,675,892 30,506,220 73,049,688 22,599,000 －

平成12年 189,689,082 31,079,334 79,833,534 23,819,070 －

平成13年 191,582,157 31,453,167 87,757,926 24,901,042 －

平成14年 189,909,680 31,504,685 96,736,885 24,141,685 4,006,416

平成15年 187,412,072 32,458,332 100,914,346 23,480,347 10,204,777

平成16年 186,690,870 32,884,100 106,202,170 22,525,858 20,164,590

平成17年 186,030,000 33,336,000 109,884,000 20,419,000 21,006,471

平成18年 190,247,742 29,547,786 110,791,972 17,878,172 19,795,495

平成19年 187,294,450 28,046,704 110,740,546 16,762,816 24,654,248

※平成17年価格  



 75

 

平
成元年

平
成２年

平
成３年

平成４年
平成５年

平成
６年

平成
７年

平
成８年

平成９年
平成

１０年

私立大
学等経常

費補助
金

268,293,350
264,652,500

262,092,800
262,231,200

264,222,250
271,163,200

278,667,900
284,674,500

285,903,450
285,313,350

　(一般
補助)

243,692,150
237,142,500

231,270,400
227,656,800

224,720,750
224,043,200

224,494,900
224,956,710

221,076,381
218,105,883

　　専任教
員給与費

131,288,404
128,623,950

126,089,216
127,718,640

134,891,155
135,009,216

135,859,920
135,208,260

132,425,478
131,123,266

　　専任職
員給与費

55,311,698
52,439,100

49,967,104
44,041,536

52,653,410
51,801,248

51,105,516
50,209,830

48,553,683
47,568,664

　　非常勤
教員給与

費
3,120,468

2,948,400
2,809,856

3,688,272
3,805,875

3,744,800
3,670,842

3,606,570
3,487,431

3,411,576
　　教職員

福利厚生
費

5,008,718
4,842,600

4,708,352
4,672,080

5,679,460
5,656,384

5,624,052
6,221,160

6,280,089
6,190,734

　　教員経
費

26,771,069
26,762,400

26,767,360
27,002,304

15,840,400
16,057,504

16,461,634
18,007,110

18,657,126
18,408,779

　　学生経
費

21,745,087
21,160,650

20,636,672
20,314,224

11,661,400
11,626,240

11,649,680
11,602,800

11,583,426
11,335,174

　　奨学事
業費

446,706
365,400

291,840
219,744

189,050
147,808

123,256
100,980

89,148
67,690

　　認証評
価経費

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

　(特別
補助)

24,601,200
27,510,000

30,822,400
34,574,400

39,501,500
47,120,000

54,173,000
59,717,790

64,827,069
67,207,467

　　特別補
助

24,601,200
27,510,000

30,822,400
34,574,400

39,501,500
47,120,000

54,173,000
59,717,790

64,827,069
67,207,467

　　高度化
推進特別

補助
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0

設備関
係費

10,574,200
10,290,000

10,496,000
10,886,400

10,945,000
11,308,800

11,928,000
15,840,000

18,391,620
21,805,850

　
　

私
立

学
校

施
設

整
備

費
補

助
金

8,685,950
8,452,500

8,345,600
8,517,600

8,507,250
8,680,000

9,194,500
13,018,500

14,951,670
18,198,940

　
　

私
立

大
学

等
研

究
設

備
整

備

　　　費
等補助金

国
公

私
立

大
学

を
通

じ
た

大
学

教
育

改
革

の
支

援
の

充
実

(私
立

大
学

採
択

数
で

按
分

)

消費者
物価指数

92.1
95.0

97.6
99.2

100.5
100.8

100.6
101.0

103.1
103.3

2,733,500
2,821,500

3,439,950
3,606,910

1,888,250
1,837,500

2,150,400
2,368,800

2,437,750
2,628,800
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平成１１年
平成１２年

平成１３年
平成１４年

平成１５年
平成１６年

平成１７年
平成１８年

平成１９年

私立大学等経常費補助金
292,231,800

300,601,950
310,793,250

318,151,250
320,784,750

325,777,140
329,250,000

330,587,500
326,081,700

　(一般補助)
219,233,628

220,812,471
223,067,961

221,436,255
219,887,353

219,588,942
219,379,000

219,938,242
215,478,326

　　専任教員給与費
132,397,092

133,672,660
135,399,045

134,054,360
133,251,044

132,160,150
132,448,000

133,554,356
132,426,644

　　専任職員給与費
46,738,620

46,461,382
46,624,427

46,368,990
44,861,012

43,870,084
43,185,000

43,098,630
41,410,040

　　非常勤教員給与費
3,352,428

3,332,516
3,317,106

3,299,420
3,192,394

4,743,494
4,493,000

4,484,014
4,321,912

　　教職員福利厚生費
6,187,752

6,222,524
6,241,579

6,186,910
6,107,622

5,917,142
5,904,000

9,110,742
9,135,854

　　教員経費
19,112,436

19,603,496
19,860,109

19,841,295
20,771,498

21,185,544
21,614,000

19,259,404
13,864,312

　　学生経費
11,393,784

11,475,838
11,593,058

11,663,390
11,686,834

11,698,556
11,722,000

10,288,382
14,182,392

　　奨学事業費
51,516

44,055
32,637

21,890
16,949

13,972
13,000

4,990
0

　　認証評価経費
0

0
0

0
0

0
0

137,724
137,172

　(特別補助)
72,998,172

79,789,479
87,725,289

96,714,995
100,897,397

106,188,198
109,871,000

110,649,258
110,603,374

　　特別補助
72,998,172

79,789,479
87,725,289

32,556,400
33,618,840

34,341,180
34,860,000

37,085,680
110,603,374

　　高度化推進特別補助
0

0
0

64,158,595
67,278,557

71,847,018
75,011,000

73,563,578
0

設備関係費
22,599,000

23,819,070
24,901,042

24,141,685
23,480,347

22,525,858
20,419,000

17,878,172
16,762,816

　
　

私
立

学
校

施
設

整
備

費
補

助
金

18,293,040
19,188,400

20,223,072
19,206,485

18,475,407
16,747,438

14,349,000
11,411,132

10,570,196
　

　
私

立
大

学
等

研
究

設
備

整
備

　　　費等補助金

国
公

私
立

大
学

を
通

じ
た

大
学

教
育

改
革

の
支

援
の

充
実

(私
立

大
学

採
択

数
で

按
分

)
4,006,416

10,204,777
20,164,590

21,006,471
19,795,495

24,654,248

消費者物価指数
102.8

102.1
101.1

100.5
100.3

100.2
100.0

100.2
100.6

6,192,620
4,677,970

4,935,200
5,004,940

5,778,420
6,070,000

6,467,040
4,305,960

4,630,670
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